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  第一章 最初の者であり最後の者であるイエス・キリスト


  「主なる神は言われる、『わたしはアルファでありオメガである。今おり、昔おり、やがて来ようとしている者、全能者である』（中略）私は彼を見た時、彼の足もとに倒れて死んだようになった。すると、彼は右手を私の上に置いて言われた、『恐れるな。わたしは最初の者、また最後の者、また生きている者である。わたしは死んだが、見よ、永遠にわたって生きている』」（黙示録一・八、十七～十八）。


  「最初の者また最後の者、死んだが再び生きた者が、こう言われる」（黙示録二・八）。


  「わたしはアルファでありオメガである。最初の者であり最後の者である。初めであり終わりである」（黙示録二二・一三）。


  「また御使いは、水晶のように輝く命の水の川を私に見せた。それは神と小羊の御座から、大通りの中央を流れていた。その川のこちら側にも向こう側にも命の木があって、十二の実を結び、その実は毎月みのり、その木の葉は諸国民のいやしのためにある。もはや呪いはない。神と小羊の御座がその中にあり、彼の僕たちは彼に仕える。そして彼らは彼の御顔を見る。また彼の御名が彼らの額にある。夜はもはやない。彼らにはともし火の光も太陽の光も必要がない。主なる神が彼らを照らすからである。そして彼らは永遠にわたって支配する」（黙示録二二・一～五）。


  



  この「最初の者であり最後の者である。初めであり終わりである」という句・称号が、しばらくの間、私たちの黙想の主題となります。私たちはこの言葉が意味するところを、少しかもしれませんが、見てみようと思います。「最初の者であり最後の者である。初めであり終わりである」。二二章冒頭にこの節の結末が記されていますが、これはこの特別な文脈で大きな助けになります。なぜなら、ここでは、この素晴らしい驚くべき書の最後に近づくにつれて、この書の内容のまとめに近づくことになるからです。お気づきのように、この点以降、かなり一般的な適用、警告、勧めがなされていますが、黙示録二二・一～五のこれらの節では、すべてが解明されて究極的完成に至ります。これらの節は私たちを初めに連れ戻し、そしてそのまま最後にまで導きます。当初から神が抱いておられたみこころを私たちの前に示し、最後に実現されるこの神のみこころを示します。これは素晴らしく包括的な節です。


  わずかな文章で、すべての時代の目的が明らかにされています。私たちは、神が最初から御心に抱いておられたものの中に浸ることを許されますし、神がそれに到達して最後に見事に実現されるのを見ることを許されます。この書全体に照らして考える時、それはすべて主イエスに集約されること、そしてそのような意味で彼は最初の者であり最後の者であり、初めであり終わりであることがわかります。神が最初から抱いておられたみこころから発しているものはみな、御子を中心としており、御子を通して実現されます。そして、最終的にすべては御子の中へと集約されます。ひとりのパースンが黙示録を支配しています。黙示録は、創世記一・一から諸時代の終わりと代々の時代の始まりに至るまでのすべての歴史を網羅します。黙示録は創世記以降の歴史全体を網羅していることを、あなたは理解していたでしょうか。どうしてそうなのかは、先に進むにつれていくつかの手がかりからわかるようになります。


  創造者である神の御座


  ここにいくつかの文言、いくつかの明確な句があります。「神と小羊の御座」です。これは、一言で言うと、ご自身の宇宙における神の完全かつ決定的な誉れある地位です。これが永遠の御旨です。これは、神は至高・全能の神になられるということではありません。神はこれまでずっとそうでした。何ものもこれを変えられません。歴史はこれに何の影響も及ぼしません。しかし今や、当初の御旨どおりになります――神はご自身の宇宙の中心で完全かつ決定的な誉れある地位につかれます。ご自身の宇宙から認められ、喜ばれ、敬意を表されます。全宇宙がそれに同意し、それを受け入れ、喜び、あがめます。この書を読み進んで行くと、これが何度も出てくることがわかります。神への礼拝、宇宙的礼拝が出てくるのです。それは、永遠かつ全能の主権を持つ孤高の存在というだけでなく、今や彼がご自身の宇宙の礼拝の中心であるということです。神の御座――これが最後に出現しますが、これは最初からそうだったのです。


  しかし、この文章は「と小羊の」で終わっています。これにより、四章と五章に連れ戻されます。覚えておられるでしょうが、これらの箇所では賛美の大きな対象が二つあります。「四つの生き物が、御座に座している方に、永遠にわたって生きている方に、栄光と誉れと感謝とをささげると、二十四人の長老たちは（この二十四人の長老はすべての経綸の人々の代表であることを思い出してください）、御座に座している方の御前にひれ伏し、永遠にわたって生きている方を礼拝する。そして、御座の前に彼らの冠を投げ出して言う、『私たちの主また神よ、あなたは、栄光と誉れと力とを受けるにふさわしいです。あなたは万物を創造され、あなたのみこころのゆえに、万物は存在し、創造されたからです』」（黙示録四・九～十一）。


  これは創造者である神の御座です。神はみこころの大いなる喜びにしたがって万物を創造され、今ようやくその被造物の中心となられます。彼の誉れを称えるこの被造物の礼拝の中心となられます。


  しかし次に、黙示録二二章の文章の残りの半分を考慮しなければなりません。すると、五章にこう記されていることに気づきます。「また、私は見た。そして、御座と生き物と長老たちとの周囲に、多くの御使いの声を聞いた。その数は万の何万倍、千の何千倍であった。それは大声で言った、『ほふられた小羊は、力と富と知恵と勢力と誉れと栄光と祝福とを受けるにふさわしい』。私はまた、天と地と地の下と海の上とにいるすべての被造物と、その中の万物が言うのを聞いた。『御座に座している方と小羊に、祝福と誉れと栄光と権能とが、永遠にわたってありますように』。四つの生き物は『アーメン』と言った。そして長老たちはひれ伏して、礼拝した」（黙示録五・十一～十四）。


  贖い主である小羊の御座


  さて、その特別な意味を知りたいことでしょう。この章の前の方に「あなたはふさわしい」とあります。なぜでしょう？「あなたはほふられて、勝利し、あなたの血によって贖われました」。神と小羊の御座です！神は創造され、小羊は贖われました。神は小羊の血のゆえにご自身の地位と権利を獲得されました。これが数語で述べた物語の全容です。神の御座と小羊の御座！ですからこれは、小羊の血による永遠からの神のみこころの勝利です。そして、小羊は全能者と一体のものとしてその傍らにいて、神が永遠から御心を定めてこられたあの偉大な御旨を保全しておられます。これは包括的であり総括的です。この意味で、彼は最初の者であり最後の者です。御座が最初であり最後です。彼は最初にこの御座につかれました。ご自身の血によって、この誉れの御座が意味するところをすべて確保されたからです。これについては、間もなく、私たち自身に適用することにします。これはたんなる客観的な黙想ではありません。先に進むにつれて、この箇所に記されている一つか二つの点について見ることにします。


  御座から流れる命の水の川


  「御使いは、水晶のように輝く命の水の川を私に見せた」。この象徴は明確に次のことを私たちに告げます。すなわち、神が御旨を達成される時、そして神が意図されたとおりに事が運ぶ時、その支配的特徴は朽ちることのない命なのです。神の宇宙全体にわたって、命、水晶のように透明な朽ちることのない命が、その特徴となります。これもまた永遠の御旨です。これが創造のときに神が宇宙に対して御心に抱いておられたことです。これを人は失い、逃しましたが、「一人の人によって死が来たように、一人の人によって死者の復活も来たのであり、一人の人によって命も来たのです」。「わたしは最初の者である」、すなわち当初からの神の御旨です。「また最後の者である」――ここで神の御旨が実現されます。主イエスを通して、その血を通して、水晶のように輝く、この朽ちることのない命が、最後に神の宇宙を満たします。「神と小羊の御座から流れる」という象徴的表現は、この真理を如実に示していることがわかります。神の朽ちることのない命が今や宇宙に向けて解き放たれています。小羊と小羊の血とのゆえです。神の御子の朽ちることのない命のゆえです。「わたしは最初の者であり最後の者である。初めであり終わりである！」。


  これは力強い勝利です。この御座はたんなる受動的なものではありません。この書全体を通して、この御座は強力なものです。力強い征服の象徴であり、支配的なものです。神の宇宙における他の敵意がすべて鎮圧される時、この御座は力強い勝利の象徴として立ちます。この勝利は小羊の血によります。これが黙示録全体を貫いています。「彼らは小羊の血によって彼に打ち勝った」。これは解放された命、朽ちることのない命です。私は堅く確信していますが、私たちの心は今日、この宇宙が朽ちることのない命で溢れる日を早めてください、と新たに祈っていることでしょう。なぜなら今日ほど、神の宇宙がこの堕落した被造物の腐敗によって苦しんでいる時はなかったからです。ああ、なんという腐敗！毎日、腐敗が新たに現れます。不敬虔な人々ですら、この被造物の腐敗や腐敗した命の現れ、出現、流出を前にして反発しています。神はほむべきかな、小羊が勝利されました！「わたしは生きている者である。わたしは死んだが、永遠にわたって生きている」。「わたしは最初の者であり最後の者である」。私たちの心は祈りに向かいます、「主よ、朽ちることのない命がこの被造物を満たす日を早めてください！」。小羊の勝利が、あの命の水の川において遍く示されるのです。


  命の木


  「その川のこちら側にも向こう側にも命の木があって、十二の実を結び、その実は毎月みのり、その木の葉は諸国民のいやしのためにある」。これについて述べる必要があるのはただ、それは呪いを征服するということです。「もはや呪いはない」――文字どおりには「もはや呪われたものはない」です。創世記から始めて被造物の歴史全体を振り返って見さえすればいいでしょう。命の木からその葉や実が取られたことは一度もなく、キリストが来られるまで人はそれを決して享受しませんでした。呪いが入り込みました。その印は何でしょう？私たちは聖書による呪いの絵図により、また呪いの現れにより、呪いは常に不毛さ、損失、死による失望を意味することを知っています。すべてが死によって損なわれ、死によって中途で断ち切られます。死によってすべての希望が失望に終わります。死とはあの冷たい手であり、その手は実が熟す前に、完成に至る前に、その実をつかんでもぎ取ってしまいます。呪いとしての死により、その実は熟す前に木から落ちてしまいます。その存在目的、その造られた目的を全うするものはありません。


  それに対して、ここに命の木があります。この木は主イエスご自身です。ここには豊かな実りがあり、豊かさだけでなく継続性もあります。この象徴はここでは次のことを示唆します。すなわち、豊かな実りを得るだけでなく、一つの実を得るやいなや、次の実がなるのです。数字の十二の意味はご存じでしょう――完全な統治です。ここには命による実り豊かさの継続的支配があって、どこにも呪いの痕跡はありません。命の木は、最初であり最後であり、まさにご自身の被造物に対する神の御旨です。今日これについて黙想することに何の差し障りもありません。そうするなら、このような時代にある私たちは励ましを受けるでしょう。ああ、一言で言うと、呪いが永遠に取り除かれる時、完全な全き満足が得られるのです！しかし、覚えておいてください、呪いの除去は小羊のおかげなのです。命の水は神と小羊の御座から発します。そして、この水はこの木の命です。この木はこの水のおかげで実を結びます。私たちはエゼキエル四七章に連れ戻されます。命の大河と、その両岸にある葉も実も決して落ちることのない木々。そして、ここでは、主イエスがそのような方なのです。


  その僕たちは仕え、支配する


  ここにもう一つの句があります――「彼の僕たちは彼に仕える。そして彼らは彼の御顔を見る。また彼の御名が彼らの額にある。（中略）そして彼らは永遠にわたって支配する」。永遠にわたって支配するのです！私はこの意味に関する知的絵図を描きたいとは思いません。私は堅く確信していますが、それが文字どおりのものなのかどうかに、私たちはあまり関心はありません。私たちの心はパウロのささやかな句に引き寄せられて、それに大いに感じ入って魅了されます。「あふれるばかりの恵みと義の賜物を受ける者たちは、なおさら一人の方、イエス・キリストを通して、命の中で支配するはずです」。命の中で支配します。君臨する命、勝利する命です。これが展望です。これが、最初の者であり最後の者であり、最初であり最後である方にあって私たちの前に示されていることです。


  永遠の御旨


  この五つの節を黙示録二二章から取り出して黙示録全体の冒頭に置くなら、この書に対する鍵が手に入ります。今、そうしてはどうでしょうか。この五つの節から成る小さな区分を取って黙示録の冒頭に置くなら、この書全体に対する鍵を手に入れることになります。私は、いつこれが起こり、いつあれが起こるのか、あれやこれをどう配置すればいいのかに関する、預言の学徒たちの質問にすべて答えられるようになる、と言っているのではありません。そうしたことにはますます関心が薄れていきます。なぜなら、命がそのような筋道で臨むとは私は感じないからです。


  多くの混乱があります。黙示録に関する多くの解釈に取り組む時、往々にして旧創造が現れ始めます。私たちにとってこの書が他の何ものにもまして一つのことを意味するとしたら、それは命を意味してしかるべきです。なぜなら、命こそが一章から――「わたしは生きている者である」とあるように―― 一貫しているものだからです。これは全く命の問題です。この命は小羊の血を通して支配し、勝利し、打ち勝って、最後には輝かしい結果になります――命が至る所にあって死はもはやなくなるのです。「もはや死はない」。


  ですから、黙示録を享受して恐れたくなければ、このような方法でこの書に臨めばいいのです。この段落を前に出して、それにこの書のそれ以降の箇所をすべて支配させなさい。もちろん、すでに提案したように、お望みならもっと前に遡ってもかまいません。遡って創世記一章に置くこともできます。なぜなら、黙示録は創世記一章以降の歴史だからです。つまり黙示録は、罪、神に対する敵意、サタンの働き、諸国民の誤ちなど、すべての過程に触れているのです。黙示録はそれをみな最後の経綸に集約します。最初を仰ぎ見ます。ですから、この区分は聖書のすべてに対する鍵なのです。この書に対する鍵なのです。この区分は神が創造のときから何をずっと目指してこられたのかを、きわめて明確に教えてくれます。自分の聖書を手にするとき、あるいは自分の黙示録を手にするとき、それがいったい何なのかを知りたければ、心の中で「これはいったい何なのか？」と自問してください。もしそのような立場を取ったことがないなら、そうすることはとても助けになることがわかるでしょう。自分の聖書を手に取って、その中のどこかの箇所を読む時――どの箇所かは重要ではありません――「これはいったい何なのか？」と自問してください。そうするなら、あなたの聖書全体、あるいはあなたの聖書のどの部分でも、その問いに対する一つの答えに帰着させることができます。これは全く、ご自身の宇宙で命が勝利しなければならないという神の御旨に関する問題です。お望みなら、これを別の言い方で述べてもかまいません。しかし、これが問題です。すなわち、死ではなく命――朽ちることのない命――が神の宇宙中を支配しなければならないのです。今や、聖書のどの箇所もこれを確証します。


  私たち自身の個人生活や神との歩みにおける、あなたや私に対する神の取り扱いはみな、これに関するものです。しかし、これは宇宙の歴史のある時点や日時にもたらされるものではないことを、私たちは認識しなければなりません。これは今、神が私たちの内になさっていることなのです。神はあなたや私の内に何をなさっているのでしょう？私たちに対する彼の取り扱いの目的は何でしょう？なぜ彼は、このような火のような試練がすべて私たちの道に臨むのを許しておられるのでしょう？なぜ彼は、敵が私たちに対して大きな自由を持つのを許しておられるのでしょう？聖徒らの経歴はどうしてでしょう？彼らに小羊の血の意味を教えるためです。言い換えると、小羊の勝利の益にあずからせるためです。その益とは、いま勝利する命です。新しい天と新しい地の到来を待つまでもありません、あなたも私も今、別の命によって生きることを教わっているところなのです。この旧創造に属する命ではない命です。神の御子の命である命です――「私は今、肉体の中で生きているその命を、私を愛し、私のためにご自身を与えてくださった神の御子の信仰の中で生きるのです」（ガラテヤ二・二〇）。


  これはすべて現在に適用されます。先に進む前にこれを認識することが重要です。この命はまさに私たちの中にあります。なぜなら、命の木が私たちの内にあるからです。あるいは別の言い方をすると、勝利したキリストが私たちの内におられるからです。自分の内に命があるという輝かしい事実によって、もっともっと生きることを学ばなければなりません。この命はあの旧創造の命ではなく新創造の命です。私たちの内には朽ちることのない命があり、私たちはこの命によって支配することを学ばなければなりません。こういうわけで、この黙示録の中に入るとすぐに勝利者が登場するのです。


  すでに指摘しましたが、この区分を黙示録の冒頭に置いてすべてを支配してもらうなら、神が何に向かって働いておられるのかがわかります。この結末を前に持ってくると、いったい黙示録は何に関するものになるでしょう？黙示録はすべて、神と小羊の御座、水晶のように輝く命の水の川、命の木、永遠に支配する彼の僕たちに関するものなのです。これが神がずっと心に抱いておられたものです。これを前面に出して、すべてをその光の中で見ようではありませんか。


  永遠の御旨の光の教会への適用


  七つの教会への七つのメッセージは、いったい何なのでしょう？それらはみなこれについてです。お望みなら、それを分解して、各教会に具体的に適用することもできますが、その最終的結果を見ると、それはこれです。腐敗させるようなことが起きて、そのせいで勝利の命の証しが無効化されました。これが問題です。諸教会に対する包括的・総括的なメッセージは、「勝利の命の立場に戻りなさい！この腐敗を取り除きなさい！勝利しなさい！」です。


  どのように勝利するのでしょう？勝利者とは何でしょう？第一に、勝利者とは、その人の中で朽ちることのない命が最高位に立ち、その道を保持し、腐敗をもたらそうとする敵のあの絶え間ない企てに勝利する人です。これに神は取り組んでおられることを、ぜひ理解していただきたいと思います。御旨を前面に出すなら、これがわかります。神は、ご自身の御旨や意図に基づいて、すべてを取り扱っておられます。裁きは神の家から始まらなければなりません。ですから、諸教会も、あなたも、私も、主の民すべてが、小羊の血の意味に向き合わなければなりません。では、その意義は何でしょう？しみも傷もない小羊の血は、キリストの朽ちることのない命です。この命は解放されて、私たちに与えられています。「人の子の血を飲まなければ、あなたたちの内に命はありません」。主の食卓に着くたびに、私たちはこれを証しします。杯を取るたびに、私たちは次の事実を証しします。すなわち、私たちは彼の命の受け手であること、彼の命は朽ちることのない命であり、この命は他のあらゆる形態の命とは異なっていることです。それは唯一無二の完全な命です。それはたんなる形式ではなく、証しです。教会、諸教会、神の民は、これを自分たちの証しとして維持するよう求められています。


  生ける七つの炎を持つ燭台。旧約聖書のように一つの中心的な燭台の代わりに、七つの完全な燭台があります――七が七つあります。燭台の枝の一つを取ってエペソに置き、別の枝をどこか他所に置いて、七つの枝を分配するに至ったわけではありません。いいえ、どの場所にも七つあります。それは、生ける炎としての霊的証しの完全性です。それはどのような炎、どのような命でしょう？それは小羊のこの勝利の命です。それは生ける御方です。この御方は、死んだが代々にわたって生きておられる方であり、燭台のただ中を動いておられる方です。それは死に打ち勝った彼の勝利に対する証しです。諸教会が生み出されたのはそのためです。すべての信者はそのために存在します――勝利する彼の命の完全性に対する証しのためなのです。


  ああ、これが勝利者に戦いを招きます！確かに、これは命のための戦い、命の戦いです。激しい戦いです。敵の目的の一つは、主の民の間に死をもたらすことです。小羊の臨在の特徴の一つは命、彼の血の勝利です。


  この箇所から、神が何に向かって働いておられるのかがわかります。この箇所は聖書における重大な事柄を解き明かしている、と指摘して終えることにします。第一に、神の御座があります。この句は、「神の王国」という言葉と全く同じ意味です。「あなたの王国が来ますように」と祈るよう命じられているのは、このためです。「王国と力と栄光は、永遠にあなたのものだからです」（改訳者たちは「王国」という言葉を削除して欄外に置いていますが）と宣言するのはこれが目的です。「王国」という言葉を本文中に残すべき証拠は黙示録十二・十の「今、私たちの神と（中略）そのキリストの王国が来た」という御言葉です。神の御座！これはマタイによる福音書の「神の王国」に相当します。


  王国が来る時、それはどのようなものなのでしょう？その最高の特徴は何でしょう？命、勝利の命が至る所にあることです。これは「小羊」や「血」という言葉を私たちのために解き明かします。小羊とは何を意味するのでしょう？血とは何を意味するのでしょう？創世記以降を読むと、全体を通して、小羊と血は死に対する力強い証しを物語っていることがわかります。


  エジプトで振り注がれた小羊の血を例にあげましょう。人々が敷居の上で過越の小羊をほふってその血を取り、門柱や鴨居の上に振り注いで血の円環を造った時、死はそこを通って入れなくなりました。これは割礼、すなわち十字架が取り囲んで肉の体全体を断ち切ることです――そこに命があります。小羊の血の証しは命です、死に対する強力な命です。なぜでしょう？血と称されている「物」としてではありません。そうではなく、その血の持ち主の罪なき性質のおかげです。「この世の君が来ますが、わたしの内に何も持っていません」。朽ちることのない性質の無限の力！神はほむべきかな、これがいま保証として私たちに与えられているのであり、私たちの全存在はやがて朽ちることのない命の原則によって支配されるようになります。「この朽ちるものが朽ちないものを着、この死ぬものが死なないものを着る時、書き記されている言が成就します、『死は勝利に飲み尽くされてしまった』」（一コリント十五・五四）。小羊の血の証しは、すべてこの輝かしい命に対するものです。


  次に、ここでは「教会（単数形）」や「諸教会（複数形）」といった言葉についても解き明かされています。同じものがそれらを支配しています。教会（単数形）とは何でしょう？ここで言う教会（単数形）とは、教会全体、キリストのからだ全体、彼のからだである宇宙的な霊的教会のことです。それは、イエスは死と死が意味するところすべてに打ち勝ったという証しを入れるための器です。彼が復活させられるまで、彼の復活と勝利の御霊が天から降臨して教会を証しの行程に就かせるまで、教会は登場しません。教会は次の事実の器です。すなわち、イエスは生きておられるという事実、そして、朽ちることのない、死ぬことのない、勝利の命の力によって生きておられるという事実です。諸教会（複数形）は教会（単数形）の小宇宙であり、あらゆる場所でその普遍的事実を証しすべきものです。これが黙示録二二章のこの節によって解き明かされています。


  最後に、ここでは勝利者について解き明かしています。繰り返しになりますが、勝利者とは何でしょう？勝利者とは誰でしょう？特別な種類の教えを持つ人々ではありません。勝利者をいつも話題にしている人々ではありません。勝利者とは、主の民の間で彼の復活の益に浴して生きている人々です。（主の民全体にこう述べることはできません。）彼らの間にやって来る人々は、これがそうであること――イエスは生きておられ、そこにおられること――がわかります。勝利者はそのような者です。それゆえ、勝利者を主は必要としておられますし、勝利者は主にとってとても重要なのです。この書が明確にしているように、主は、ご自身を信じる人々、ご自身を認める人々が大勢いても、決して満足することはできません。彼の復活の力の中でご自身を生き生きと表現する人々を得る時はじめて、主は満足することができます。これは一般的な話です。


  黙示録二二・一～五が聖書全体を、そしてこの書全体を支配しています。諸教会が済むと、次に諸国民が始まります。諸国民に対する裁きも同じ原則に基づきます――腐敗と死は対処され、裁かれ、廃絶されなければなりません。これが黙示録の残りの部分の結果です――「その木の葉は諸国民のいやしのためにある」。万人救済説を言わんとしているのではありません。ここの文字どおりの言葉は「諸国民の健康のために」です。これは救われる諸国民、この都の光の中を歩む諸国民のことです。これは事の別の側面ですが、それらの輝かしい状態はこの同じ原則に基づきます。すなわち、復活して支配しておられる主の命に基づくのです。彼らの健康のための天の葉です。これは、彼らは病の予防や癒しのために薬を摂らなければならないということではありません。この勝利の命のおかげで彼らは健康な状態にあるということです。


  私たちの復活した勝利の主の命によって生きることの意味を、どうかますます知ることができますように！


  



  第二章 神の七つの霊


  朗読：黙示録二二・一～五。


  



  「私は、私に語りかけたその声を見ようとして振り向いた。振り向くと、七つの金の燭台を見た。その燭台の間に、人の子のような方がおられた」（黙示録一・十二～十五）。


  「御座からは、いなずまと声と雷鳴とが発している。そして七つのともし火が、御座の前で燃えていた。この七つのともし火は、神の七つの霊である」（黙示録四・五）。


  「私はまた、御座と四つの生き物の間、長老たちの間に、ほふられたばかりのような小羊が立っているのを見た。それには七つの角と七つの目があった。それは神の七つの霊である」（黙示録五・六）。


  「小羊がそのともし火である」（黙示録二一・二三）。


  黙示録の背景


  黙示録が書かれた理由を見ることにします。黙示録が生まれた理由が一つか二つありました。第一に、教会は輝かしい朝を迎えていました。使徒行伝に戻って、この書の最初の数章を見ると、教会の輝かしい朝が見られます。イエスは復活し、昇天し、高く上げられ、王座につき、栄光を受け、栄光と誉れの冠を受けられました！御子は天におられます。それは新しい時代のようです。当時の信者たちにとってそれが何を意味したのかに照らしてみると、すべてが輝いており、その栄光を帯びています。すべてが新時代の光で印づけられています。これらの信者たちは躍動する活力で全く満ちています。御子の栄光が彼らを照らしていました。彼らは、復活して高き所におられる方を実感して喜んでいます。家から家へと集まる彼らの姿は、まさにこの栄光で満ちています。この世に対する彼らの証し、彼ら自身と彼らから出るものはみな、朝の輝きを帯びています。それはあまりにも短い期間でしたが、人々は朽ちることのない命の表れを大いに現実的かつ驚異的に味わいました。命の水の川が見事に流れ出ていました。主は御座におられ、川がその御座の下から流れています。黙示録二二章に記されていることのまさに前味わいです。輝かしい朝です！


  しかし、これはあまりにも素晴らしすぎて、敵はこれを看過できません。これは敵の没落を予示するものであり、敵の最後を示すものです！これはこの大敵にとって到底容赦できるものではありません。そのため、敵は反応し、地獄は猛々しく蜂起しました。この証しを損ない、この器を傷つけ、この麗しい処女を堕落させるためです。敵は二つの方面からこれを行うために動きます――外側からと内側からです。


  外側からはひどい迫害がありました。敵がこれを仕掛けたのです。ですから、使徒行伝の後の方の章には、迫害や反対が外側からあらゆる線に沿って展開するのが見られます。敵がこの世や宗教界の至る所にいて、パウロやペテロが亡くなるあの恐るべき日々に至るまで進み続けます――この証しを損なうため、この器を壊すためです。しかし、それでは不十分です。


  敵はまた、それを堕落させるために、別の方法で、内側から行動します。バラムは外面的な方法を試しましたが、成功しませんでした。内面的な方法を試したところ、成功しました。サタンは、外面的方法ではうまくいかないのを、はっきりと見抜きました。「その日、エルサレムに在る教会に対して大迫害が起こった。そして、彼らはみな、広く散らされた。（中略）こうして、広く散らされた人たちは、行き巡って、御言葉を宣べ伝えた」（使徒八・一、四）。外面的な方法はうまくいかなかったことがわかります。そこで、サタンはバラムの別の方法に向かいました。黙示録では、諸教会の中にバラムが見つかります。バラムが、誤り、偽りの教理、悪行によって、内側を腐敗させようとしています。この世を徐々にもぐりこませて、内側から腐敗させようとしています。


  そこで、外側からと内側からの敵の二重の攻撃の結果、これらすべての手紙が書かれました。これらの手紙を使徒たちはこの二つの状況に対処するために書いたのです。いくつかの手紙は特に、試練の中にある聖徒たちを慰め、励まし、世話するために書かれました。ペテロは特にそのために手紙を書きました。「あなたたちの上に臨んでいる火のような試練については」と彼は述べています。使徒たちはいくつかの手紙を、迫害されている人を励ますために書きました。テサロニケ人への手紙は特にそのような目的のために書かれました――素晴らしい励ましの手紙です。主の来臨を原動力とする励ましです。他の手紙は特に、コリントのように、内側の腐敗、誤り、偽りの教え、聖徒たち相互の行動や振る舞いを対処するために書かれました。主は両方の状況に十分に対応しておられ、どちらの場合も十分な助けを与えておられます。励ましと慰めと前進する力を与えておられます。サタンを内側から打ち負かすために、正し、𠮟責し、戒め、教えておられます。二重の必要があることがわかります。


  第一に、この外からの攻撃がいったいどのように終わるのかについての保証が必要でした。聖徒たちは苦しんでいました。「これはいったいどのように終わるのだろう？自分たちはこのまま沈み込んでしまうのだろうか？いったい何が残るのだろう？」という問いがしばしば彼らの心に生じたことでしょう。これは、ネロ等のような教会に対する災厄を前にして、その結末はどうなるのか、という問いでした。


  もう一つの面は、内側の誤りや間違いを対処することでした。この面については、教会を分裂させるサタンからのものを、教会は裁いて排除しなければなりませんでした。サタンは内側に何かを持っていました。物事を導入しました。そこで、教会・諸教会は、サタンを内側から打ち負かすために、それを裁くように要求されました。そして、その裁きが行われた時、諸教会は次のことを見るようになりました。すなわち、サタンの外側の働きに関するかぎり、その最後は徹底的滅びであること、また、サタンと、神の民に対するサタンのこの世の力はみな、アビスに落ちることを、見るようになったのです。しかし、外側で勝利するには、まず内側を裁いて清めなければなりません。これが黙示録が終始一貫して示していることです。こういうわけで主はこの書をお与えになったのです。一方において、内側で勝利する秘訣を教会に示すためであり、他方において、外側の究極的勝利の事実を教会に示すためです。全黙示録はこの二つで満ちています。


  さて、私たちはこの書で明らかにされている事実から、必要な励ましと慰めをすべて得ることができます。教会に対するサタンのこの世における働きに関するかぎり、その働きは破滅する運命にありますし、サタンも破滅する運命にあります。黙示録にある絵図ほど、神の民に対するサタンの働きに関する価値ある絵図は、どこにも見当たりません。この書では、サタンが聖徒たちに対して、小羊に対して戦争を仕掛けて、恐ろしい事が起きるのが見られます。大艱難があり、苦しみがあり、敵が一時のあいだ優位に立って優勢になります。聖徒たちは激しい苦難を受けます。それはすべてこの書に記されています。黙示録にある苦難の絵図ほど恐ろしいものはありません。「神の言葉のゆえに、また自分たちが持っていた証しのゆえに、殺された人たちの魂が祭壇の下にいるのを、私は見た」（黙示録六・九）。これがすべてそこに記されていますが、次に輝かしい結果が啓示されます。彼らは栄光の中にいて、御座の周りにいます。礼拝し、喜び、勝利しています。最後まで打ち勝って、小羊の行く所へはどこにでもついて行きます。彼らは彼の栄光の中で彼と共にいます。他のものはみな消し去られ、滅ぼされます。


  この言葉は、おそらく今日、世界のいくつかの場所で、主の民の多くが必要としている言葉です。大いに必要としている言葉です。この先、私たちにも必要になるかもしれません。教会は迫害を経過してきましたし、ある場所では今も経過していますが、そうした迫害の形はどうであれ、私たちは悪魔の攻撃を受けています。私たちは悪魔の敵意が意味するところを知っています。自分たちが恐ろしい敵に立ち向かっていることを知っています。私たちに対する敵の姿勢がどのようなものか知っています。ここに記されていることを思い出しましょう。主は私たちに、それをすべて鑑みて、判決、結末、それがどのように終わるのかを示してくださいました。どうか今日、私たちの心がそれによって強められますように！


  しかし次に、このもう一つの面があります。私たちが真に関心を持つべきはこの面です。この面とは内側の面、すなわち、その中でサタンが打倒される状態です。サタンを打倒するのは神の主権的行為のみではないことを、私たちは覚えておかなければなりません。サタンを打倒するのは神の主権的行為のみであると証明するものは、御言葉の中に何もありません。主が自ら来臨して敵を打って投げ落とされるということだけではありません。神の御言葉のすべてが次の事実を指し示します。すなわち、サタンの最終的打倒は教会がキリストの勝利の上に立つことによる、という事実です。キリストのこの勝利は客観的に取得すべきものであるだけでなく、内側に造り込まれるべきものでもあります。私たちの内側に造り込まれるべきものなのです。小羊の勝利！小羊について述べる時、私たちはひとりの御方について述べているだけでなく、小羊なるこの御方の御業、性質、力についても述べているのです。


  「神の七つの霊」


  要点は、サタンを内側から打ち倒すものは何か？ということです。その答えは、事が神にしたがったものになることです。しかし、それはどういうことでしょう？それは、七つのともし火、七つの目、七つの角という、この高度に象徴的な言葉が示唆しているものであるように、私には思われます。それはみな神の七つの霊です。その意味を理解するとき、私たちはサタンの力を無にする内側の状況というこの問題全体への鍵を手に入れます。


  神がここで行っておられること、神が終末の教会や諸国民に行っておられることは、ご自身の契約にしたがって反応しておられるのです。神は契約を結ばれました。その契約には特定の項目があり、神はその契約の項目にしたがってこの地上に見られるものに反応しておられるのです。「七」という言葉が誓いや契約を意味することはご存じでしょうか？ヘブル語の動詞の「シャバー（Shabar）」は「誓うこと」を意味します。名詞の「シバ（Sheba）」は七であり、神の御言葉の中で様々な形で使われています。


  創世記二一章にベエル・シバ（Beer-sheba）が登場するのを思い出してください。七匹のいけにえで契約または誓いが立てられた所です。ベエル・シバは、七の誓い、七で立てられた契約です。ノアと結ばれた契約は虹――七つの色彩――をその象徴としていました。この契約が黙示録に登場します――御座の周りに虹があります。アブラハムと結ばれた契約の印は割礼でしたが、それは七日の完了時に行われなければなりませんでした。モーセと結ばれた契約の印は七日目の安息日でした。主イエスはそれをすべてご自身の内に集約されました。彼はメシヤ、「油塗られた」方です――七つの手紙はすべてを彼ご自身の内に集約します。契約全体、彼の血による新契約を、彼ご自身の内に集約します。それは聖霊によって証印を押されています。


  私たちは契約の霊である御霊によって証印を押されています。この御霊の表れは七重です。七つの御霊は、血による契約に基づいて、霊的豊かさ・完全さの中で働く一つの聖霊の象徴にすぎません。これは全く専門的なことで、興味深いだけかもしれませんが、要点を理解するのに有用です。神はご自身の契約に基づいて反応しておられます。そこで、七という数字が登場します。七つの燭台、七つの教会、御座の前の七つのともし火、七つの目、七つの角というように。黙示録全体にわたって七という数字を見ていくと、神は霊的状態の完全性に基づいて働いておられることがわかります。


  しかし、もう一度「七」という数字を見てみましょう。七は四たす三です。四は被造物の数であり、この書全体を貫いています。四つの生き物、四人と二十人の長老というように。四つの生き物、すなわちケルビムは、ご存じのように、被造物の象徴です。四は被造物を表し、三は神を表します。ですから、七は契約関係にある神と被造物を表します。被造物との神の契約は今や小羊の血によります。これはみな予型論としてはいたって単純明快ですが、すべてを支配しているのは、神の御心にしたがった物事の性質のこの七重性、すなわち七つの御霊なのです。


  さて、四章では万物を創造したのは神です。賛美が、御座に座している、万物を創造された方にささげられています。「あなたは万物を創造され、あなたのみこころのゆえに、万物は存在し、創造されたからです」。御座に座している方の御座の前に、創造者の七つの燃えるともし火があります。ともし火は常に証しを表すことを思い出してください。ですからここでは、みこころのゆえに万物を創造された方の御座の前にあるこれらの七つのともし火は、御思いと御心と被造物とについての七重の証しを表しています。


  被造物に関する神の御心は何でしょう？次の章の五章に移ると、創造主ではなく贖い主が礼拝されています。七つの目と七つの角を持つ小羊すなわち贖い主が礼拝されています。角は力の象徴です。また、ここには七つの目があります。これらは何でしょう？これらは御座の前の七つのともし火と符合します。というのは、どちらの箇所でも、それらは神の七つの霊だからです。実質的に同じものである、この七つの目と、この七つのともし火は何でしょう？神の御心にしたがっているものです。角が力を表している以上、小羊が、神の霊的に完全な御心にしたがっているものに照らして、すべてを対処されることになります。小羊の力が働くことになります。それはなんという力でしょう！小羊の怒りを前にして、王たちや諸国民はまもなく逃げることになります。小羊の血により聖徒たちは自分の衣を洗って白くします。彼らは勝利します。これが小羊の血にある力です！しかし、この力は全く神の御心にしたがっているものと共に働きます。裁きが臨んで、すべてを量って試すことになりますが、この裁きは、御座の前のこの七つのともし火とどの程度一致しているのかによります。


  諸教会が七つの燭台として示されているのはとても興味深いです。どの燭台にも七つの枝があり、七つのあかり、すなわち豊かな霊的証しがあります――何に対する証しでしょう？教会は燭台であり、金は神の御心であるものを表しています。神聖な性質、神聖な基準を表しています。それは純金です。これは旧約聖書からわかります。


  命の御霊


  聖霊によって証しされる神の七重の性質は、まず第一に、命の御霊です。神の霊の最も最初の表われは命です。創世記の初めから黙示録の終わりまで、神の御言葉のどこを見ても、神の霊の最初の表われは命であることがわかります。御霊は死と暗闇と混沌の上を覆われました。御霊の最初の行動は、死の状態から脱け出させることでした。これは天然の被造物に言えますし、新創造にも言えます。新創造への最初の動きは、尊い血による小羊からの命でした。すなわち、命の御霊です。


  これらの目は御座の前で何をしているのでしょう？まず第一に、神は完全な霊の命の源である事実を証ししています。神に属するすべてのもの、あの御座を中心とするすべてのもの、神の全き御旨は、朽ちることのない命です。それからすべてが始まります。それが聖書全体を貫いており、この黙示録で完全な形で現れます――命です！御座の前の燃えるともし火は豊かな命を証しします。小羊は神の御前から出て来て、「わたしが来たのは、彼らが命を得るため、しかも豊かに得るためです」と仰せられます――豊かに得るためです。神の全き証しは、第一に、その性質において神の命そのものであるところの命です。


  彼はまず七つの教会の中にそれを探されます。彼はエペソに言われます、「そうです、わたしはあなたの働き、忍耐、労苦を知っています。多くのことを知っています。しかし、あるべきなのにない要素があります」。それは命です。御霊のこの法則を適用してください。これが見られる所はどこでも、それらの目が探しているもの、この七つの目が取り扱っているのは――命の問題です。教会あるいは諸教会については、その存在そのものが、諸教会は死に打ち勝った命の証しの器たるべきことを意味します。それらの炎は御座の前のともし火に対応していなければなりませんし、この地上で次の事実を生き生きと証しするものでなければなりません。すなわち、今や死は、イエスが死を征服されて以来、普遍的なものではない、という事実です。死の力を持つ者は対処されて、その力は打ち砕かれました。ここにその証拠があります。


  諸教会は、サタンもこの世も「自分の状態は普遍的なものである」と当然視できないことの証拠です。時として、この世はそう見なすように思われます。あなたが人々の間に行くと、人々は直ちに、あなたのことを同類視し始めます。普段と同じようにあなたに話しかけます。私たちがこの世にいるのは、皆が同じではないことを人々に知らしめるためです。「私たちはみな同じではありません。私たちの考えはあなたたちの考えとは異なります。私たちはあなたたちが話すようには話しません。私たちの思いを占めているのは、あなたたちの思いを占めているものとは異なります。私たちの水準はあなたたちの人生の水準とは異なります。これは私たちの方が優れているということではなく、違いがあるということです」。ああ、これにどんな形で直面するのか、あなたはご存じでしょう。私たちが旅をしていると、この世の人が、彼らなりの仕方で――時として、不快な仕方、不潔な仕方で――、彼ら流の生活を当然すべて知っているものと思って、私たちに話しかけ始めます。彼らと私たちの間には大きな違いがあり、衝突が起きます。隔たりを感じるようになります。それは人為的なものでも、見せかけのものでもなく、事実です。サタンは、教会の存在によって、そのような隔たりを感じずにはいられません。そして、常にこの溝を橋渡ししようとします。これがアジアの諸教会に起きたことです。ほとんどの場合、サタンはこの溝を橋渡しして、命と死との間の明確な境界線は見えなくなりました。小羊は死に打ち勝たれました。小羊は次の事実の体現者です。すなわち、アダムにおける死の普遍的支配はもはや普遍的なものではなく、別の方が戦って征服してくださった、という事実です。諸教会はそのためにここにあります。聖徒たちはそのためにここにいます。諸教会や聖徒たちにできることや、働きや、労苦や、主のために取り組めるあらゆることを、たくさん行うためではありません。サタンと死の力に対するあの復活した命の力強い衝撃力のためなのです――これが重要なことです。第一に、神の霊の表われは命です。


  主イエスは黙示録の中で、その目が火の炎のような方として紹介されています。次に、その少し後で、七つの目を持つ小羊として示されます。最後に、新しい聖所のともし火として、すなわち天のエルサレムのともし火として示されます。七つの目！これらのともし火が神の御座の前で常に燃えています！神の霊はその力の中で来臨して、ここにあるすべてのものを顧みてくださいます。それが意味するところに私たちは印象付けられる必要があります。それは、主すなわち御霊は何一つ見過ごさないという事実を意味します。彼が見落とすものは何もありません。ヘブル書の著者はこう述べています、「すべての事は、私たちが言い開きをすべき方の目に、裸であらわにされているのです」（ヘブル四・十三）。「私たちが言い開きをすべき方」――すべての事は、この方の目に、裸であらわにされているのです。


  今、主はご自身の教会に完全な啓示を与えておられます。この啓示に何も加えてはなりません。これに何も加える必要はありませんし、加えることは不可能です。そして主の目は、御旨について教会に啓示したことに関して裁く目です、あなたも私も、そして主のすべての民は、主が啓示されたことに対して責任があります。それがこれの意味することです。彼は臨んだ啓示に対して反応しておられます。彼の目は覗き込み、至るところを見渡して、啓示された神の御心にしたがっているものと、それに反しているものとをご覧になります。主は私たちを知り尽くしておられます。


  これは、一方において、大きな慰めです。他方において、検査の意味で、おそらくは矯正の意味で、心に留めるべきことです。私たちは互いに欺き合うかもしれませんし、他の人々を欺くかもしれません。あれこれとやり過ごすかもしれません。乗り切って、ばれていないと思うかもしれません。しかし、自分を欺かないようにしましょう。愚かにならないようにしましょう。私たちが考慮すべきは、お互いのことではありません。自分の教会の長老たちですらありません。私たちが言い開きをすべき方の目なのです。主はご存じです。主は見ておられます。ここに完全な視力があります――七つの目があります。完全な視力、これを伴って彼はまず初めにご自身の民に近づかれます。


  これを思い出すのはとても厳粛なことです。私たちは主に、自分自身の自己欺瞞と盲目さから救ってください、と求めなければならないと思います。御座の周りの虹によって示されている恵みにより、小羊の血によって示されているあわれみにより、彼に求めようではありませんか。主から見て御旨に反することに対して、注意して目を覚ましていられますように、と。たとえ本当に主を愛し、神のためにすべてをささげたいと感じ、心の中で「そうです、主にすべてを得ていただきたいですし、すべてとなっていただきたいのです。自分自身のためには何もいりません。すべてを主にささげたいのです」と言っていたとしても、それと同時に、もし自分自身の動機と自分自身の心を知りさえするなら、これらの目の光に耐えられないものがたくさん見つかるかもしれません。これらの目が実際に自分の上に注がれるとき、私たちは地に打ち倒されて死人のようになるでしょう。そして、私たちは理解します。主がご覧になるのは、私たちの誠実さではなく、純粋な良い動機だと思い込んでいることや、献身だと信じ込んでいることでもないことを。そうです、エペソは立ち上がって、主への献身、主への愛を最も熱烈に宣言したでしょうが、主は欠け目をご覧になりました。問題は私たちが自分自身について見ていること、考えたり信じたりしていることではなく、これらの目が見ていることなのです。私たちは、主の恵みとあわれみの中で、主に求めなければなりません、恵みによる主ご自身の契約にしたがって、私たちに対して忠実かつ真実であってください、と。主は忠実で真実な者として紹介されています。そのような者として、彼は諸教会を取り扱われます。これにひるまないようにしましょう。内側を見てください、と主に求めましょう。私たちが盲目的に、あるいは無知のまま進んで、主の全き御旨に達しないのを許さないでください、と主に求めましょう。いいえ、やがてこれらの目が私たちの上に注がれることになります。そして、私たちは主がご覧になっているように見ることになるのです。


  今、私たちの証しに関するかぎり、彼が求めておられるのは、朽ちることのない命の表われです。この命の力によって生きるよう、彼は私たちに求めておられます。この命は、罪を征服し、死を征服した命です。死ぬことのない命です。朽ちることのない命だからです。


  燃える御霊


  次に、私があえて話さない他の諸々の点がありますが、この神の霊の七重の表われがいかなるものなのかということだけ述べることにします。第一に命の御霊、次に燃える御霊です。というのは、これらはともし火であり、神の御前で火のようだからです。ともし火としての御霊、燃えるような御霊です。火のような御霊は常に霊的熱意を物語ります。主が少なくともいくつかの教会を対処されたのは、この点に関するものだったことは、覚えておられるでしょう。ラオデキヤではこれが問題でした。「あなたは冷たくもなく熱くもない。わたしは、あなたが冷たいか熱いかであってほしい。そのように、あなたはなまぬるくて、熱くも冷たくもないので、わたしはあなたをわたしの口から吐き出そうとしている」。ローマ人に書き送って使徒は言いました、「働きに怠けることなく、霊の中で燃えなさい」。霊の中で燃えなさい！主は、ご自身の命と霊がご自身の聖徒たちの中で燃えることを求めておられます。私たちは霊の中で燃えているでしょうか？この「燃える」という言葉とその同義語を調べてください――勤勉、献身、エネルギーです。私たちはこの特徴を帯びているでしょうか？初めの愛は失われてしまったのでしょうか？その目は見ています。知っています。今、これらの目の光の中に立とうではありませんか。主が私たちをご覧になるとき、主は真の霊的熱意というこの問題で私たちに不足を見いだされるかもしれない、と感じるようなら、御前でこの熱意の不足を裁こうではありませんか。それを裁き、対処して、そのともし火がますます燃えるようにしようではありませんか。


  燃えること――これがともし火に関する神の御旨です。聖所ではともし火を消すことは決して許されませんでした。それは朝夕、手入れされました。その炎は、常に弱まることなく燃えていなければなりませんでした。これが御霊であり、御霊の実です。これが、私たちの器の中にある油である御霊の効力です。最後まで絶えず燃え続けます。五人の処女にはこれが欠けていたので、勝利者になれませんでした。勝利者とは、ですから、次のような人です。まず第一に、その人の内で命の御霊が勝利している人、第二に、神聖なエネルギーである燃える御霊が神のために燃えている人です。


  真理の御霊


  最後に来ると、そこには神の完全な御旨を表す器が見られます（二二章が今の箇所から始まるのは残念です。その前から始まるべきです）。この五つの節を理解するには、その少し前に戻ることが大いに必要であることに気づきます。それに至るのは小羊の妻、教会、新しいエルサレムです。小羊の妻であるこの新しいエルサレムは、神の完全な御旨が最後に実現される時、その器、その化身となります。そして、この器の特徴の一つは、その光は碧玉のようであることです。透き通っていて透明なのです。これが真理の御霊です。絶対的に透明です。淀み、曇り、濁り、二枚舌、不正直さは何もありません――真理です！「あなたは内なる各部分にある真実を望まれます」。彼は真理の御霊です。聖霊が人生をとらえる時、彼は絶えず働いて、すべての陰り、すべてのあやふやなもの、絶えざるまやかしを取り除かれます。聖霊は私たちを透明にしてくださいます。


  愛の御霊


  「エペソよ、あなたは初めの愛を離れてしまいました！フィラデルフィアよ、あなたはその愛を持っており、人々はわたしがあなたを愛していることを知るでしょう！」。これは愛の御霊です。


  これ以上先には進みませんが、神には完全な御旨があること、そして私たちの中でこの御旨が実現可能になるのは小羊によることを、理解していただきたいと思います。小羊が行われたすべてのこと、その尊い血のすべての功績により、私たちは永遠の光の中に住み、御座の前の七つのともし火の前に立てるようになりました。この血の強力な効力のゆえに神を賛美します！私たちはその永遠の光の中に住むことができます。しかし神は私たちの中に、ご自身の教会の中に、完全な備えのゆえに完全な御旨に応じるものを求めておられます。


  血によるこの契約には、その項目として、神の全き御旨が含まれます。神が着手されたのは、この血を信じる私たちの信仰を通して、私たちを御子のかたちに同形化することです。つまり、被造物に対するご自身の御旨と私たちを完全に一致させることです。神はこれに着手されました。この血はその証印です。しかし、私たちの何が問題なのでしょう？なぜ私たちはこんなにかけ離れているのでしょう？それを主は私たちに示すことを願っておられます。主はそれを私たちに啓示してくださるでしょう。私は信じていますが、どの人生でも、また主の民のどの団体でも、一つからだの肢体として、御霊が真に人生をとらえられる時、私たちが真に自分自身を聖霊の御手に委ねて、神の御旨という問題について聖霊により明確な理解を持つ時、神の霊は神のみこころに反するあらゆる問題に関して私たちを検査して明確に対処されるでしょう。彼はそうしてくださると私は信じています。もしそうしてくださらないなら、それは彼が望んでおられないからではありません。彼の道に立ちはだかる、明け渡そうとしないものがあるのです。私たちの高ぶりという問題があるのです。私たちが高ぶっているなら、神は私たちを対処できません。私たちの自己意志、私たちの意見、私たちの理屈、私たちの判断があるのです。私たちの愛情、願望があるのです。


  神の御旨は十字架によってのみ実現されることを覚えておいてください。こういうわけで、小羊が常に現存しておられるのです。神の御旨は十字架によります。しかし、十字架は適用されなければなりません。私たちの高ぶりに、私たちの意志、私たちの心、私たちの願望、私たちの愛情に適用されなければなりません。十字架は適用されなければなりません。十字架が私たちを倒し、空にして、神の霊がずっと私たちを検査して対処されるとき、神は御旨を達成されるのです。


  ああ、クリスチャン生活は現実的です！私たちが最も強く確信していることの一つは、それはこのように現実的なものであるということです。私たちがどこに行こうと関係ありません。この地上の遠く離れた無人の場所に行ったとしても、神の霊はそこにおられます。彼から逃れることはできません。彼は私たちを対処されます。私たちは知っています、一人だろうと群衆の中だろうと、神の霊の前では、私たちはまるで神の宇宙で唯一の被造物であるかのようなのです。まるで私たちだけであるかのようであり――他には何もいないかのようです。この霊的生活、このクリスチャン生活は、大いに現実的なものであり、主はこれをそのようにされます。それはそのようにならなければなりません。私たちは神と共に歩まなければならず、神は私たちを対処しなければなりません。七つの目！完全な知識、完全な知性、神聖な御旨の完全な基準です。私たちに対する神の取り扱いはすべてこれに基づきます。そうでないものは欲しくないのではないでしょうか？では主の御前で求めようではありませんか、一方において、十字架が私たちのために開けた道を造りますように、そして他方において、御霊が御業を進めてくださいますように、と。


  



  第三章 王国と小羊


  「また、七つの最後の災害が満ちた七つの鉢を持った七人の御使いのひとりが来て、私に語って言った、『ここに来なさい。あなたに小羊の妻である花嫁を見せよう』。そして彼は私を御霊の中で、大きな高い山へ連れて行き、聖なる都エルサレムが天から出て、神から下って来るのを私に見せたが、それは神の栄光を持っていた。その光は最も尊い宝石のようであり、水晶のように透明な碧玉のようであった」（黙示録二一・九～十一）。


  「また御使いは、水晶のように輝く命の水の川を私に見せた。それは神と小羊の御座から、大通りの中央を流れていた。その川のこちら側にも向こう側にも命の木があって、十二の実を結び、その実は毎月みのり、その木の葉は諸国民のいやしのためにある。もはや呪いはない。神と小羊の御座がその中にあり、彼の僕たちは彼に仕える。そして彼らは彼の御顔を見る。また彼の御名が彼らの額にある。夜はもはやない。彼らにはともし火の光も太陽の光も必要がない。主なる神が彼らを照らすからである。そして彼らは永遠にわたって支配する」（黙示録二二・一～五）。


  「長老の一人が私に言った、『泣くな。見よ、ユダ族の獅子、ダビデの根が勝利を得たので、その巻物と七つの封印を開くことができる』。私はまた、御座と四つの生き物の間、長老たちの間に、ほふられたばかりのような小羊が立っているのを見た。それには七つの角と七つの目があった。それは全地に遣わされた神の七つの霊である」（黙示録五・五～六）。


  神の御旨――朽ちることのない命の統治


  前の黙想では、それに向かって神が初めから働いてこられたことを見せている御言葉の箇所を見ました。そこに示されている命と豊かさの状況が、神がこれまで被造物に対して抱いてこられた御旨です。それは彼の宇宙全体を統治する朽ちることのない命です。それこそ、神がご自身のすべての活動の目的としてこられたものです。しかし、罪を通して死と腐敗が入り込んだため、戦いが生じました。神の御旨の実現は、昔も今も、激しい恐るべき戦いと霊的戦争の問題です。そしてその領域の中に、私たちはこの言葉すなわち主イエスのこの御名――小羊――と小羊の血とに関係するいっさいのものを導入しました。


  黙示録五章から読んだ節はすべての基礎です。そこに示されていることは、神が御旨に到達するための基礎です。二一・二二章に示されているあの輝かしい状態に至るための基礎です。その状態とそれが完全に意味するものは、神の小羊を通して実現される神の王国です。その実現は、この世界やこの宇宙がこれまで見たことのないような最大の勝利です。それは小羊の勝利です。しかし私たちは、それが意味するところをもう少し明確にはっきりと見る必要があります。


  ご存じのように、マタイによる福音書は王と王国の福音書です。王国の知らせが布告され始めますが、王が紹介されて王国の知らせが発せられるやいなや、別の王国が反対して立ち上がります。王と王国の知らせが紹介された末に、王は十字架につけられ、王国は沈黙させられたかのように見えます。しかし、黙示録はそれとは全く別の面を私たちに見せます。十字架上での王の死と王国の福音に対するこの反対は敗北や災いを意味するものではなかったことを私たちに示します。それは最も栄光ある勝利だったのです。小羊が勝利されました。そして、小羊のこの力強い単独勝利のおかげで、教会が生み出されました。死と地獄、サタン、そしてこの世に勝利すると直ちに、小羊は御座に引き上げられて、教会が起こされます。その使命が始まります。その性質と同様に、その使命は小羊の勝利から発します。教会も小羊のおられる所に至ること、小羊の血と証しの言葉のゆえに勝利することを、教会は証しします。


  さて、要点はこうです。王国の実現、すなわち確実に到来することになるこの輝かしい状態の実現――なぜならそれは御座におられる小羊によってすでに確保されているからです（彼は御座におられます。御座につこうとしているのではなく、今そこにおられるのです）――、被造物に対するこの普遍的状態の実現は、あの十字架の意義がすべての領域で適用されることによります。さしあたって、十字架――つまり小羊と小羊の血の意義――が適用される最初の領域は教会であることを見たいと思います。教会は、すでに述べたように、小羊の勝利から発します。教会はその証しと共にその道を進み始めます。小羊は勝利されました。そして、教会は小羊の血による勝利の立場に基づいてこの宇宙のすべての敵対勢力を対処します。しかし、これは教会にとってたんなる客観的なことではありません。つまり、それは外面的なもの、見たり、観察したり、考慮したりする対象ではありませんし、どこかに――おそらくは天に――あるものとして信じて、教会の信条や教会公認の教義声明を形成する対象でもありません。いいえ、これはそのようなものではありません。これは、キリストのからだである彼の教会のすべての肢体の生活のまさに中心に直ちに働くべきものなのです。私たちは新たに基礎に立ち返る必要があると私は感じています。基礎が実際に据えられていない人が、主の民の中に依然として大勢います。私たちは基礎に立ち返る必要があると私は確信しています。なぜなら、それは勝利の秘訣だからです。私が言っているのは、主イエスを信じるあなたの信仰の基礎が据えられていないということではありません。私たちの基礎を成しているものを見なければならないということです。それは平均的なクリスチャンの認識・理解を遥かに超えたことです。


  ですから、王国と、私たちが受け継ぐことになる王国の到来とについて話すのは素晴らしいことですし、「あなたの王国が来ますように」と祈ること、王国と王国の到来する日についての偉大な知的観念を持つことも素晴らしいことなのですが――他方において、主イエスは「王国はあなたたちの内にあります」とも言われました。王国はそこから始まります。まもなく王国を継ぐことになると確信するには、私たちは自分の内にある王国が何を意味するのかを知らなければなりません。私たちの内にある王国は、力強い勝利の確立を意味します。あなたはこの書のよく知られている十二章の次の御言葉の意味を理解しているでしょうか？「そして、天では戦いがあった。ミカエルとその御使いたちが、龍と戦ったのである。龍とその使いたちは戦った。しかし、彼らは勝てなかった。そして、天にはもはや、彼らの場所はなくなった。こうして、その大きな龍、あの古い蛇、『悪魔』とか『サタン』とか呼ばれる者、全地を欺く者は、投げ落とされた。彼は地に落とされ、その使いたちも彼と共に投げ落とされた。また私は、天で大きな声がこう言うのを聞いた、『今、私たちの神の救いと力と王国と、彼のキリストの権威とが来た。私たちの兄弟たちを訴える者、昼も夜も私たちの神の御前に彼らを訴える者が、投げ落とされたからである』」（黙示録十二・七～十）。


  今、王国が来ました。今、神のキリストの権威が来ました。王国の福音書であるマタイ書は、「天においても地においても、いっさいの権威がわたしに与えられている、だからあなたたちは行って……」という御言葉と共に閉じます。「今、神のキリストの権威が来ました。今、王国が来ました」。いつでしょう？教会があの勝利の中に入る時、小羊が浴しておられる益の中に主の民が入る時です。この黙示録十二章では、あの団体的な群れである男の子が御座に引き上げられるのを目にします。今、王国が来ます！王国は小羊が御座におられるだけでは実現されません。教会も御座につくことによって王国が実現されるのです。その時、王国が完全に到来します。これが、王国の福音が教会に委ねられた理由です。しかし、王国の福音は、すでに見たように、直ちに恐るべき戦いを引き起こします。


  朽ちることのない命の王国に対する戦い


  しかし、この戦いの性質はどのようなものでしょう？それは一般的な霊的圧力や戦いかもしれませんが、私たちはそれについてよく知っています。それは外側からの迫害や苦難かもしれません（教会はこれをよく知っています）。しかし黙示録を開くと、復活した主がこの地上で表現されている教会を対処しておられるのを見いだします。教会（ここでは七つの教会に代表されています）への主の来臨は、教会の敗北とサタンの勝利を意味するものに立ち向かうためでした。勝利を覆すものは何か、勝利する力をサタンに与えるものは何か、主の民である教会のだれか一人あるいは複数人が敗北することは何を意味するのか、といった問いを発するときは、外側ではなく内側を見なければなりません。


  サタンが神の民に対して力を持つのは、神の民がサタンに力を与える範囲に限られることを思い出してください。つまり、彼らの中にサタン自身からのものがある場合に限られるのです。まさにそこに十字架が適用されなければなりません。一言で言うと、こういうことです。ある基本的なこと、ある基礎的なことがなされないかぎり、私たちは今もこれからも、神の全き御旨の完全な実現に向かってたいして進めないでしょうし、力・勝利・命・栄光の地位につくことも、効力や霊的豊かさを持つこともないでしょう。主イエスの十字架が、私たちの古い性質・旧創造・それが意味するいっさいのもののまさに中心に、植え付けられなければなりません。それが何を意味するのかを見いだすには一生かかるでしょう。


  あなたも私も、旧創造が何を意味するのか、いくつかのことでしか知りません。しかし人生の最後に至るまで、燃える炎のような目の下で、私たちは旧創造が何かをさらに発見することになるでしょう。しかし、それを一度にすべて知ることはできませんし、それを見いだすには一生かかるとはいえ、明確な転機、すなわち十字架の転機を実際に迎える必要があります。その転機では、十字架について自分が信じていることや十字架について教わっていることを教えとして受け入れるだけでなく、自分の内に何かがなされます。旧創造のまさに背骨を折って真っ二つにするようなことがなされるのです。


  旧創造は十字架によって滅ぼされる


  手足が折れるとどうなるかはご存じでしょう。実際に手足が折れたら、何ができるでしょう？それを支配する力もなければ、制御することもできません。それで何かをしたくてもできません。それに指示する力、それを支配する力、使用する力をすっかり失います。力はなくなりました。さて、これを背骨に、脊柱に当てはめてみてください。脊柱は、あなたの骨格全体、体格全体を支えているものです――背骨が折れたらどうなるでしょう！そんな状態では、体のどの部分もどうしようもありません。折れているのです。あなたの骨がすべて折れているわけではありません。依然として無事な骨がたくさんあることがわかります。しかし、屋台骨が折れています。主要な力が対処されています。自分の存在のまさに中心で何かが起きたことがわかります。なおも折られるべき多くの骨があるかもしれませんが（主は私たちの骨をすべて折ろうとしておられます。あの旧創造のすべての骨を折って、無力で機能できないようにしようとしておられます）。神は、私たちの旧創造の命の中心的力の上に指を置いて、それに触れられました。


  主がこれを行われたことがわかる一つの証拠は、自分が動けない領域、あえて触れようとしない領域、あえて用いようとしない能力があることです。あえて取ろうとしない道がありますし、仮に可能だとしてもあえて送ろうとしない生活があります。これはヤコブのもものようです。主は、ヤコブに力がある時、彼に自信があった時に、ヤコブのももの筋に触れられました。触れたのは神の指だけであり、神の強大な力ではありませんでした。一度触れただけでしたが、それで十分でした。ユダヤ人は、その日から今日に至るまで、正統派なら、決してその部分を食べません。それは神の禁忌の下にあります。そのももは力、天然の力、旧創造の力の象徴です。神はその上に指を置かれました。そしてヤコブは、その日から亡くなる日まで、杖に寄りかかって歩きました。そして、亡くなる日に彼が息子たちを祝福した時、彼は杖の上にもたれて祝福したと言われています。ここに、神が彼の力であるももに触れられたがゆえに、死の床まで足が不自由だった人がいます。


  そして、これが旧創造です――これがヤコブです。もともと、私たちはみなヤコブです。十字架は、私たちの天然の命の力が接触を受けたことを意味します。ああ、私は罪の力のことを言っているのではありません！私が言わんとしているのはそういうことなのですが、もし私がそう言おうものなら、あなたは罪のことを考え始めるでしょう。ああ、確かに、それは罪（単数形）であり、罪々（複数形）なのですが、もっぱら、ひとえに、それは私たちのことであり、私たち自身のことなのです。それは、神聖なことに自分自身の天然の力を用いることです。


  この基礎となる節を見ると、これが象徴によって鮮明に示されていることがわかります。ここに裁き、すべての諸国民の裁きの巻物があって、七つの封印で封印されています。この巻物は開かれなければなりません。諸国民は裁かれなければなりません。しかし、誰がこの巻物を開くのにふさわしいでしょう？誰にその権利があるでしょう、誰が諸国民を裁くのに道徳的にふさわしいでしょう？先見者は言います、その巻物を開いて、宇宙のこの状況全体、この腐敗、この不法、この罪、この悪を対処するのにふさわしい者がだれも見つからなかったので、彼は激しく泣いた、と。ああ、その衝撃力を理解してください！神が物事を対処されるのは、彼が主権を持つ神だからではありません。いいえ、罪と不法を対処するには、ある道徳的状態が必要なのです。そしてそれは、誰がそうするのにふさわしいのかという問題です。誰が、被造物の中のすべての人に向かって、「さあ、裁きに来なさい！」と言う立場に道徳的にあるのでしょう。「その巻物を開き、その中を見るのにふさわしい者が一人もいなかったので、私は激しく泣いていた。すると、長老の一人が私に言った、『泣くな。見よ、ユダ族の獅子、ダビデの根が勝利を得たので、その巻物と七つの封印を開くことができる』」（黙示録五・四、五）。


  先見者は「ユダ族の獅子！」という言葉を聞きました。これは権能です！大能です！力です！偉大さです！威厳です！六節「私は振り返って見た……」――自分の目が信じられません。ユダ族の獅子ですって？「私はまた（中略）ほふられたばかりのような小羊が立っているのを見た」！


  主イエス――勝利者


  神の御霊によるこの意図的な形象の変化は、一つの目的、一つの狙いのためです。力の秘訣は何でしょう、力の性質は何でしょう、打ち勝つための能力は何でしょう？私たちの命、打ち勝つ命、勝利の命、栄光と豊かさの命となるべきものは何でしょう？獅子たる自覚、獅子のようにすべてに処することでしょうか？いいえ、天然の力と能力をすべて滅ぼす十字架の意味を知ることです。私たちの内におられる主イエスご自身が勝利者であることを知ることです。主イエスだけが勝利者です。それ以外の人はみな、勝利者である方が自分の内におられるがゆえに、勝利するのです。


  これは次のことを意味します。すなわち、主イエスが私たちの中で、また教会の中で、真にここに示されているような存在になるには、同じことが私たちの中にも起きなければならないのです。彼はご自身を空しくして、死に至るまで、実に十字架の死に至るまで従順になられました。あなたも私も彼がそうなさったほどに自分を空しくすることは決してないでしょうが、それにもかかわらず、自己の力、自己の意志、自己の評価、自己の利益、自己の願望、自己の理屈を、実際にすべて捨てなければならないのです。


  旧創造の総計である自己はサタンの力であり、サタンがあなたや私の内にこの自己を見いだすとき、彼は勝利者になります。サタンが打ち負かされて投げ落とされ、内側に王国が到来するには、自己は折られなければなりません――自己のまさに背中を折られなければなりません。ああ、この先、自己の多くの他の肢体も触れられることになるでしょうが、自己の背骨を折られることが必要です。私があなたに尋ねたいのは、「あなたは救われていますか？」ということではありませんし、「あなたは主イエスを信じていますか？自分の罪が赦されたことを知っていますか？自分は神に受け入れられていることを知っていますか？」ということでもありません。そうではありません。私たちは皆、それを享受しているかもしれませんが、神の御旨の中には、たんに私たちを罪と地獄から救って私たちの罪を赦すことを無限に上回る、偉大な目的があるのです。それは王国です。あなたも私もそれが意味するもの――王国――についてまだ学んでいません。「彼らは永遠に支配する」。


  王国とは何でしょう？ちょっと立ち止まって考えてみましょう。エペソ人への手紙が私たちにはっきりと明示しているように、この現在の地上やその周囲、地上と天上の間の空間には、悪の霊の勢力が住んでおり、この世界全体が彼らによって国々や区画に分けられています。それらの国々や区画は、ひとりの悪の君によって支配されており、その下には副王たちと、それから無数の悪の霊の軍勢がいます。パウロはそれを、「主権者たち、権力者たち、この暗闇の世の支配者たち、天上にいる悪の霊の軍勢」と呼んでいます。これはこの世界を取り巻くサタンの王国です。この世界で起きていることから見て、この現実を疑う人はだれもいないでしょう。ああ、それは大いに現実的なものです。地上の出来事の霊的背景です。たんに邪悪な悪人たちが好き勝手にやっているだけではありません。その背後にはある勢力がいるのです。


  特定の人々が権力の座に昇って、その言葉によって世界を支配することは、たんなる天然的な理由では説明がつきません。それは驚くべき超自然的なことです。それは反キリストの霊と力です。神の御言葉によると、それは北から連合して押し寄せていることがわかります。それはサタンが促し、生み出し、維持しているものであり、きわめて驚異的な、思いもよらない、意外なことが起きます。世界のあらゆる政治家の機知や知恵は、すべて無に等しいです。そうです、この背後には、地獄そのものに由来する奸計や不法が潜んでいます。それはサタンの王国です。それが旧創造の世界の不敬虔な人々の王国の中で支配しています。王国とは支配であって、たんに救われることや、たんに主に属する者となることではありません。王国を持つことであり、統治の地位を持つことであり、王座につくことです。これを霊的に解釈すると、それが霊的主権であり王国なのです。


  小羊の性質


  さて、神のみこころ・御旨に至るのは小羊の道によります。小羊は、あらゆる天然の力の正反対です。さて獅子についてですが――獅子と言えば何が思い浮かぶでしょう？何か恐ろしいもの、獰猛なもの、強大なもの、力を誇示するものが思い浮かびます。ああ、そうです、それが自然な見方です。しかし、神の考えはこうです。すなわち、神の獅子は小羊であり、しかもほふられたばかりのような小羊なのです。それは主イエスの死と復活による勝利です。そして、彼の死は私たちの死でもありました。彼の死はあなたの死でもありました。イエスはあなたのために、また私のために死なれた、ということだけではありません。御言葉は私たちに次のことを明確に教えていることを思い出してください。すなわち、彼は私たちのために、私たちに代わって死なれただけでなく、私たちとして死なれたのです。彼が死なれた時、神の考えによると、私たちも死んだのです。どれほどこれをよく知っていたとしても、決してこれから離れたり、当然視したりしてはなりません。


  私たちの中に十字架のこの御業がなされなければなりません。私たちの天然の命の力を実際にすべて打ち砕く御業です。それは、霊の事柄で自分の天然の力が使えなくなるためです。私たちはこれを知っています。そうしようとしても、御霊がそれを拒まれることがわかります。それは死であることがわかります。私たちは惨めな時を過ごして、遅かれ早かれ、「これを赦して、清めてください」と主に求めなければなりません。私たちは十字架の背後にある旧創造に触れたのであり、神は「だめです！」と仰せられます。


  あなたの存在の中心はこのように折られたでしょうか、真に折られたでしょうか？私が何を言っているのかわかるでしょうか？もしわからないなら、この問題について主と交渉してください。これがなされないかぎり、敵は事態を混乱させ続けるでしょうし、どこまでも自分の力を誇示し続けるでしょう。私たち一人一人が、主イエスの十字架が示す神の禁忌を知らなければなりません。十字架は天然の命に向かって、「絶対にだめです！」と告げます。


  私たちが自分自身の考えにしたがって議論しだすたびに、また、自分自身の願いにしたがって、自分の思いどおりに物事を操作しようとするたびに、神の御霊は十字架を持ち出されます。私たちは自分の意志にしたがって、物を手に入れ、持ち、指示し、支配しようとします。それは死であり、私たちはそれを自覚します。ああ、これらのことは大いに現実的です！死が霊的にどのようなものか、私たちは知っています。神の禁忌の下にあるものを内的な方法で知るよう、神の民は教育される必要があります。


  この転機により、私たちの天然の命のまさに中心を砕かれて折られることにより、主は私たちを全くみこころに適う者にすることができます。その時から、私たちは開かれた天の意味を知るようになります。天が開かれたのは、神の小羊がヨルダン川とバプテスマの水に下って行かれた時でした。そこで彼は、ご自身が十字架に行って死んで復活することを、予型的に宣言されました。その時、天が開かれ、御霊が彼を照らし、神の王国に関することがすべて始まったのです。彼はすでに御霊の中で天上とつながっていたのです。


  バプテスマを受ける時、私たちはこう言います、「神の観点から見た主イエスの十字架の意義を、私は自分に関するかぎり、すべて受け入れます。『私はキリストと共に十字架につけられました。もはや私ではなく』ということをそれは意味することを私は理解しています。もはや私の望み、私の好き嫌いではありません。今やキリストです。私の姿勢、精神、態度は小羊です……神に明け渡されています」。「彼は小羊のようにほふり場に引かれて行った」。しかし、彼を小羊にしたのは人々だったのでしょうか？彼はサタンに対して小羊だったのでしょうか？いいえ、決してそうではありませんでした。彼は神の小羊でした。これは何を意味するのでしょう？神のみこころに対する明け渡しです。ああ、ハンマーも釘もローマの兵士も、彼を十字架につけるには力不足でした。彼を十字架につけたのは神のみこころでした。ローマの軍団ではキリストを十字架につけられなかったでしょう。決してできなかったでしょう！「わたしがわたしの父にお願いして、御使いたちの十二軍団以上を、直ちにわたしに送っていただくことができないとでも思うのか？」。ひとりの御使いがセナケリブの軍隊に何をしたのかを思い出すなら、十二軍団で何かできるのかは想像がつくでしょう。イエス・キリストを十字架につけられるものは、神のみこころをおいて他に、この宇宙に何もありません。これが小羊です――神のみこころに明け渡されているのです。


  主が私たちの心に新たな方法で御言葉を伝えてくださいますように。すぐにそこに戻って、すべての基礎を認識してください。御座と王国の基礎は小羊なのです。


  



  第四章 教会と小羊


  「また、七つの最後の災害が満ちた七つの鉢を持った七人の御使いのひとりが来て、私に語って言った、『ここに来なさい。あなたに小羊の妻である花嫁を見せよう』。そして彼は私を御霊の中で、大きな高い山へ連れて行き、聖なる都エルサレムが天から出て、神から下って来るのを私に見せた。その光は最も尊い宝石のようであり、水晶のように透明な碧玉のようであった」（黙示録二一・九～十一）。


  



  前回の黙想では、小羊に関する王国について考えました。つまり、被造物における完全な勝利の命によって表される主の勝利についてです。この勝利は「小羊」という名称が意味するところのものによります。この黙想では、教会と小羊について一言述べる必要があります。「私はあなたに小羊の妻を見せよう」。再び基礎的で単純ではあるものの、きわめて重要な点は、この教会の問題です。教会はここでは花嫁、小羊の妻、聖なる都エルサレムと呼ばれています。


  これまで繰り返し強調してきましたが、この黙示録二一・二二章が見せているのは、あの御旨・御目的です。それは神が常に取り組んでこられたものであり、これまでも、そして今も、それに向かって働いてこられたものです。私たちが、真理としてではなく、客観的な関心事としてでもなく、自分に対する神の御旨・神のみこころと非常に深い関係にあるものとして、心の目で真に見るべきものは――それは、神が御旨に到達される時、神が代々の時代にわたってずっとそのために働いてこられたものを真に獲得される時のことであり、それが象徴的な言葉で示されています――つまり、聖なる都、新しいエルサレム、花嫁、小羊の妻です。それについて多くの言葉を費やすまでもなく、つまりは、神が目指しておられるのは彼の民の団体生活なのです。それが一つの言葉・一つの呼称によって示されています。この団体生活はとても親密であり、その一体性においても、それ自身においても、妻・花嫁としての彼との関係においても、いたって完全です。これはクリスチャンの数以上の問題であり、多くの人が救われること以上の問題です。これは多くの救われた人が会衆として共に集まること以上の問題です。それよりも遥かに奥深い問題なのです。


  時計の鎖を例に挙げることができます。ある意味で、それは一まとまりのものです。それはとても良いものかもしれませんし、金でできていて、真に価値のあるものかもしれません。しかし、それは別々の輪が互いにつながったものであり、その一つの輪を取り出して、その場所に別の輪を挿入しても、鎖は少しも損なわれません。しかし、教会はそうではありません。生きた花の茎を取ってその一部を切り出すことは、鎖の中から輪を一つ取り出す以上のことです。命を断ち切って、その有機体の動脈を切断してしまいます。切り出された部分があった所に別の何かを戻しても、再び全体を生き返らせることはできません。教会、花嫁、小羊の妻は、鎖のようなものではありません――多くのクリスチャンが共につながったものではありません。花嫁が小羊の妻であるのは、彼女がまさに小羊の命にあずかる者だからです。エバがアダムから取られたように、彼女はまさに彼の存在によって構成されています。


  神はご自身の法則や原則にとても忠実です。アダムを造ったように他の別の存在を造って、その別の存在をアダムに手渡して、「これがあなたのための連れ合いです！」と言うことも、神にとってはいとも容易なことだったでしょう。しかし、そうではありませんでした。神聖な真理の提示によると、妻であるエバはアダムの一部でなければなりませんでした。アダムから取られて、人としてまさに彼の命と実体を共有しなければならなかったのです。


  この御旨に向かって神は働いてこられました。そして、前回の黙想で王国について述べたことは教会にも言えます。王国は強力な勝利です。それは命の統治であり、死に対する小羊の力強い勝利の結果です。この黙示録に見られるように、敵の不法の勢力・サタンの勢力は一斉に蜂起して、あの新創造を妨げようとしますが、これは教会にも言えます。なぜならこの都は、結局のところ、全体の代表にすぎないからです。それは全体に対する神の御旨を代表します。教会は神の御旨全体を代表します。そして教会に対して、ハデスの門は打ち勝とうとします。新約聖書で主が教会に初めて言及された御言葉は戦いを示唆します。「わたしはわたしの教会を建てます。ハデスの門がそれに打ち勝つことはありません」。神はほむべきかな、これはそのとおりであることが小羊において実証されました。というのは、教会のかしらとして、彼は黙示録の冒頭で教会に臨んで、「わたしは生きている者である。わたしは死んだが、見よ、永遠にわたって生きている。そして、死とハデスの鍵を持っている」と述べておられるからです。彼は教会の大敵である死の要塞を襲撃し、悪魔から権威を、権威の象徴である鍵を奪われたのです。


  教会における小羊の性質


  しかし今、教会のかしらである方、花婿に言えることが、その肢体たち・その花嫁・その妻にも言えなければなりません。教会は小羊のあの力強い勝利にあずからなければなりません。そして、あの勝利は特に団体生活と関係しています――これを覚えておいてください！花嫁、小羊の妻、天のエルサレム、最後に神の栄光を持つことになる、これらすべての神聖な特質によって特徴づけられている都の存在は、力強い勝利です。何に対する勝利でしょう？主の民を分裂させようとする敵の力、悪意、絶え間ない企てに対する勝利です。もし敵が神の民の団体生活を覆して損なうことができれば、教会に関する神の御旨を打ち破ったことになります。だから、敵はこの狙いのために働くことをやめないのです。今、神は、ご自身の民が団体的・有機的生活の法則を理解してそれにしたがって生き、一つ命を表すようになるよう、心を尽くして働いておられます。この命の最高の表れは愛です。


  小羊の妻であるこの都では、この二つは同行していることに注目してください。その象徴はとても美しいです。黙示録二一章では、都の大通りは純金だったと述べています。新しいエルサレムには、一つの通り、一つの道、一つの大通りがあるのみです。二二章には、「大通りの中央には命の水の川があった」とあります。金とは何でしょう？ああ、それは神の愛です。神の性質です。神は愛です。それは私たちの内で成就された神の愛です。この比喩をパウロは変えています。彼は、愛の中で自らを建て上げるからだについて述べています。ヨハネは都の絵図を用いています。絵図は異なりますが、原則は同じです――愛によって構成されているものです。そしてその中央に、命の水の川があって、その両側には命の木があります。命と愛――花嫁、小羊の妻、都、教会の中心的な基本的特徴です。


  神はこれを目指しておられます――多くの救われた人を、何らかの外面的方法で互いにつないで一つの鎖のようにすることを、目指しておられるわけではありません。クリスチャンたちを外面的に一緒に結び合わせるものがたくさんあります。いわゆる「交わり」があります！外面的なものにすぎず、外面的なものや場所や教えと関係しているにすぎないすべての「交わり」を、主があわれんでくださいますように。クリスチャンたちを集めて、一種の鎖へと形成するものがたくさんありますが、それは違います。適切ではありません。そうではなく、大事なのは内側であり、有機的な命です。神は、多くの個々のクリスチャン、救われた人々を得ることでは、たとえ彼らがこの地上にあるものによって互いにつながれていたとしても、満足されません。主はご自身の民の間に、愛と真の交わりの中で働く一つの命の表れを見ることを願っておられます。それが神の御旨であり、神の御目的です。しかし覚えておいてください、これこそ龍・蛇・サタン・悪魔が常に損なおうと焦点を合わせているものなのです。


  さて、「花嫁」、小羊の妻という言葉の意味を見てみましょう。ほふられた小羊、戦う小羊、勝利する小羊、御座で勝利している小羊を目の当たりにします。小羊のこの働きはすべて何のためでしょう？なぜほふられたのでしょう？なぜ戦うのでしょう？なぜ勝利するのでしょう？この一つ（oneness）を得るためです。サタンの大きな働きは分裂、分派、争い、戦争、戦い、諸々の要素を相争わせること、混乱、無秩序、混沌、不和です。これらはみなサタンの働きです。戦争は彼から来ます、争いは彼から来ます。地上の教会の歴史は痛ましい物語です――その方面におけるサタンの働きの歴史です。


  教会における合一


  小羊はカルバリが象徴するところをすべて意味します。彼がご自身をいけにえとしてささげて死なれたことが意味するところをすべて意味します。そうです、ほふられて血を流された小羊に見られるものはみな、次の目的のためです。すなわち、花嫁、小羊の妻、キリストの団体的存在のためです。それはキリストが孤独な存在ではなく、団体的存在を持つためです。この絵図はアダムにも当てはまります。「人が一人でいるのは良くない」と主は言われました。アダムは来るべき方の絵図だった、という御言葉を覚えておられるでしょう。その本体であるキリストを見ると、まるで御父は「人が一人でいるのはよくない」「彼に妻、花嫁を造ろう。彼が団体的存在を持つために」と言われたかのようです。天が歌で満たされて、「私たちは喜び歓喜しよう（大いに喜ぼう）（中略）小羊の婚姻の時が来たからである」と述べたその日ほど、天が歓喜に包まれる様子はありません。ちなみに、黙示録を時系列で読めないのはこのためです。というのは、まだ結婚していない小羊の妻がこの書の最後の方に出てきますが、そのずっと前に小羊の婚姻について記されているからです。これはついでの話ですが、要点は、この一つ（oneness）を得るにはカルバリが意味するすべての代価を要したということです。カルバリはこの団体生活の代価であり、この団体生活は十字架のあの力強い働きと、そこで小羊によって成就されたあの力強い勝利の結果なのです。


  私は、これが主からのメッセージとして、あなたたちの心に真に臨むように願います。わずかばかりのさらなる教えとしてではなく、真のメッセージとして臨むように願います。ああ、常に覚えておこうではありませんか、分裂、分派、争い、不和、孤立を生じさせるものはみな、カルバリに反し、小羊に反し、神の御目的に反するものなのです。これを覚えておきましょう。私たちは孤立することはできません。キリストのからだの法則を無視したり、見過ごしたりすることはできません。神とキリストに逆らって働くことなく、団体的存在の原則に従うことを拒むことはできません。


  もしあなたや私が、キリストのからだの団体的法則のすべての表現形態に従う以外のことをするなら、私たちは神の御旨に逆らって働いて、小羊の血を無に帰すことになります。それを無効化することになります。これにあなたを支配させてください、これをあなたの心に実際に問うてみてください。「何らかの形で私は、団体生活・キリストのからだという真理・現実を認識していないのではないでしょうか？自分が自分の法律になっていないでしょうか？自分の道を取っていないでしょうか？自分自身の判断にしたがっていないでしょうか？聖徒たちの判断を無に帰していないでしょうか？主がご自身の教会に語っておられるということを認めようとしていないのではないでしょうか？」と。ああ、団体生活はなんと様々な形で働くことか！その数はなんと多いことか！しかしもし、何らかの形で、あなたや私がこの法則に違反するなら、この御旨――それに向かって神は働いておられますし、それに神は御心を据えておられます――に逆らって私たちは働くことになります。そして、カルバリの成果であり、小羊が大事にしておられるこのことが、その程度に応じて無に帰されることになります。


  これはとても厳粛な言葉ですが、とても重要で、とても大事な言葉です。主は私たちにこれを認識してほしいと願っておられるように感じます。これはとてもとらえがたいものだからです。団体生活の諸法則を常にはっきりと意図的に破っているとはかぎりません。時としてそれは変装して潜り込みます――ああ！「良い」ように思われるあらゆる種類の事柄を装って潜り込むのです。その効果に目を向けて、その効果によってすべてを検証しようではありませんか。それは命の一つ（oneness）や私たちの愛に逆らって働いているでしょうか？もしそうなら、「ここに光の天使を装ったサタンがいます！」というラベルをそれに貼ろうではありませんか。


  按手は、からだは一つであるという偉大な輝かしい事実に対する私たちの証しです。この一つは十字架の成果です。バプテスマとバプテスマの水は、カルバリ、死、葬り、復活の型です。それに続くものは何でしょう？常に、必ず、教会がその次に来ます。ですから、死、葬り、復活、崩壊と腐敗の中にある全旧創造に対する主イエスの勝利に対する証しの後に、新創造が現れます。キリストのからだである教会が現れます。それはあの旧創造の正反対です。ここに混乱や不和はありません。争い、混沌、無秩序、不法はありません。


  それは歴史に反する、とあなたは言うかもしれません。しかし、霊の領域では真実です！からだは霊の領域では一つです。キリストご自身は分けられていません。私たちは一つです、キリスト・イエスにあってみな一つです。私たちはその証しのために立っています。からだの一つを証しする時、私たちはカルバリの勝利を証しすることになるのです。


  これを小羊による新たな要請としてあなたの心に刻み込んでください。「キリストは教会を愛して、彼女のためにご自身をお捨てになりました（中略）それは、しみやしわや、そのようなものが何もない、（神の栄光を持つ）栄光の教会を、彼がご自身にささげるためです」（エペソ五・二五～二七）。これが教会です。どうか主が、この花嫁のために、この地上でも表されるこの団体的・有機的生活のために、立って戦う恵みを私たちに与えてくださいますように。そうなりますように！


  



  第五章 小羊の七つの目と七つの角


  「そして、私と話していた御使いが戻って来て、私を起こしたので、私は眠りから覚まされた人のようであった。彼は私に言った、『あなたは何を見ているのですか？』。私は言った、『私が見ていると、見よ、すべて金でできた一つの燭台があって、その頂に鉢があり、その上に七つのともし火があります』」（ゼカリヤ四・一～二）。


  「私は、私に語りかけたその声を見ようとして振り向いた。振り向くと、七つの金の燭台を見た」（黙示録一・十二）。


  「見よ、わたしがヨシュアの前に置いた石を。一つの石の上に七つの目がある」（ゼカリヤ三・九）。


  「誰が小さい事の日をさげすんだのか？これらの七つは喜ぶ……」（ゼカリヤ四・十）。


  「御座からは、いなずまと声と雷鳴とが発している。そして七つのともし火が、御座の前で燃えていた。この七つのともし火は、神の七つの霊である」（黙示録四・五）。


  「私はまた、御座と四つの生き物の間、長老たちの間に、ほふられたばかりのような小羊が立っているのを見た。それには七つの角と七つの目があった。それは全地に遣わされた神の七つの霊である」（黙示録五・六）。


  「すると、彼は私に答え、話して言った、『これはゼルバベルに対する主の言葉です。それはこう言います、「権勢によらず、能力によらず、わたしの霊による」と、万軍の主は言われます。大いなる山よ、あなたは何者か？ゼルバベルの前で、あなたは平地となる。そして彼は、恵みあれ、これに恵みあれと叫びながら、頂石を運び出す』」（ゼカリヤ四・六～七）。


  



  私はただ、これらの様々な節に含まれている明確な直接的真理、つまり、これらの象徴の背後にあるものを、まとめたいと思います。これは、これらの節について静かに黙想しさえすれば、難しいことではなく、実に簡単なことです。


  神の建物


  第一に、神が関心を寄せておられる建物、つまり神の家のための、礎石もしくは隅のかしら石について記されています。この石について、それには七つの目があると述べられています。私たちは他の聖書の御言葉から、この七つの目は二つの特別な点で満ち満ちた聖霊を表すことを知っています。満ち満ちた御霊の中で神によってあるべき所に運び込まれる、隅のかしら石なる方が示されており、この石は霊的視力と霊的力に満ちています。建物全体が、この隅のかしら石からその特徴を受け継がなければなりません。この建物はそれにしたがったものになります。


  次に、ゼカリヤ書では、大いなる山によって示されている多くの大きな困難について記されています。この建物、この神の御旨の完成の道には、山のような困難があります。この山は、神の意図に反して立ちはだかるあらゆるものを意味するのかもしれません。この家を建てるという神の意図に盾突いて、できれば挫折させようとするものや、あるいはそのすべてを意味するのかもしれません。


  しかし次に、頂石について記されています。この頂石は「恵みあれ、これに恵みあれ」という叫びと共に運び出されて、完成された建物の上に据えられます。あるいは、この頂石によって建物が完成します。これには二つのことが関係しています。一つは、七つの目が喜ぶことです。「これらの七つは喜ぶ」、つまり最後に見る目が満足するのです。もう一つは――「権勢によらず、能力によらず、わたしの霊によって、と万軍の主は言われる」ことです。これは前回の黙想で見たこと、すなわち獅子から小羊への形象の変化に対応しています。人が考えるような権勢によってではなく、人が言うような能力によってでもなく、「わたしの霊によって、と万軍の主は言われる」のです。


  私たちは神の隅のかしら石である主イエスから始めなければなりません。この御方にあって、神の完全なビジョンが示されます。簡単な言葉で述べると、主イエスは神の御旨の始めなのです。神の完全なビジョンはこの御方の中に見いだされます。この隅の石の七つの目は、主イエスは神の始まりであることを、そして、彼における神の始まりは、完全な啓示、完全な知性、完全な霊的ビジョンであることを、まさに物語ります。次に、主イエスは頂石です。この頂石が運び込まれる時、このビジョンは完全に実現され、霊的知性は完全に満足し、神が意図し求めてこられたことはすべて主イエスにあって達成されます。この両者の間に、一方において、あらゆる障害、あらゆる困難、大いなる山があり、他方において、「わたしの霊による、と万軍の主は言われる」ことがあります。ですから、一見難しそうに見える象徴は、結局のところ非常に単純なのです。黙示録で私たちは、七つの目は小羊のものであることに注目しました。「ほふられたばかりのような小羊（中略）それには七つの角と七つの目があった」。ですから、聖霊の全き力によって実現される、主イエスによる神の全き啓示は、十字架すなわちほふられた小羊によるのです。さて、このすべてを一つか二つの点に分解して、直ちに私たち自身に適用しなければなりません。


  完全なビジョン


  すでに述べたように、七つの目は完全なビジョンを物語ります。そこから主は建造を開始されます。建造はそれをもって始まります。霊的ビジョンによらないかぎり、霊的増し加わりや建造はなく、神の全き御旨への前進もない、というのが一つの法則です。霊的ビジョンが不可欠です。通常、人々は霊的力を第一に置きます。主は力を第一にはされません。ビジョンを第一にされます。


  主は弟子たちに力を与える前に、ご自身に関する知性と霊的ビジョンという基礎を据えるべく、たいそう苦労されました。主は、私たちが理解なく力を持つことを望んでおられません。それは危険なことです。私たちはまず、力を探しに行きます。神の働きをするための力を欲します。どんな働きでしょう？ああ、主のためになされるべきだと自分で思っていること、主の働きであると自分で確信していることです。しかし、それでは十分ではありません。主は力の前に知性を求めておられます。知性なき力は危険であり、無駄が多いです。復活後の四十日間、彼は、復活した彼が何者なのかを真に理解するための基礎を、この弟子たちの中に据えようとしておられました。彼の最後の三年半は、悲惨な無知の状態で幕を閉じました。エマオへの途上、次のことが完全に明らかになりました。すなわち、彼が話されたことや行われたこと、弟子たちが彼と一緒にいたときに見たり聞いたりしたことを、結局のところ、弟子たちは実際には見ていなかったのです。すべてが彼の死と共に崩れ去りました。「私たちは、イスラエルを贖うのはこの方であると、信じていました。しかも、その上、これらの事が起こってから、今日が三日目です」（何もかもなくなってしまいました！）。「……そして彼らの目が開かれた」。次に、彼は彼らの理解力を開かれました。これはこの四十日間のことでした。これを主は行っておられたのであり、その後ペンテコステが臨んだのです！


  私たちはよく「あなたたちは力を受けます」という点から始めます。私たちはいつもそこから始めたいのです。主は力のための良い基礎を望んでおられること、そして、それは霊的ビジョンであることを、私たちは覚えておかなければなりません。私は、聖霊から離れて霊的ビジョンを持つことができる、と言っているのではありません。この七つの目は完全なビジョンであって聖霊を表している、と言っているのです。これが聖霊の第一の面です。命の御霊が来臨される時、御霊の次の活動は光です。力はその後です。ですから、第一に必要なのは光です。光あれ！


  さて、私たちが聖霊によってビジョンを持つことが、「家」に対する神の御旨（これは神の至高かつ包括的な御旨です――「私たちはその家なのです」）に関してとても重要な点です。「ビジョンがない所では、民は滅びる」（箴言二九・十八）。「わたしの民は、知識に欠けるゆえに滅びる（滅ぼされる、改定訳）」（ホセア四・六）。主はこう言われました。


  ああ、もし御旨を一目でも見るなら、私たちは力に関して主に求める根拠を得ることになります。なぜなら、力は御旨に関連して働くからです。それは、主のために行いたいと感じることなら何でも行うための一般的な力ではありません。御旨に関連する力なのです。


  これに関して言葉を重ねたりせずに、私はあなたにお勧めします。この問題に関して次のように主に実際に求めてください。どうか主が、御霊の充満により、彼を知る知識を得させ、自分に対して啓示の霊となってくださいますように、と。私たちの中には、何年も力を主に求めた末に、これを経験した人もいます。私たちは夜通し主を求め、夜明け前に起き、何年も力を求めました。「霊的力」というこの言葉を主の御前で常に口にしていましたが、何も起きませんでした。しかし、ついに神の御旨の啓示が私たちの上に臨む日が来ました。私たちは神の御旨を知り、その時以降、御霊の働き、御霊に伴う働きについて、いくらか知るようになりました。御霊の全き力を知るようになった、と言うつもりはありません。事が起こり始め、活動が生じました。人生は変えられ、人々は求め始め、何かを認識しました。神の御旨を見始めた日から、人生はひっくり返りました。神の力はそのように臨んだのです。


  私はあなたに強く言いたいのですが、見ることなしにはあまり大して進めないでしょう。命の御霊の最初の働きはビジョンであることを、私たちは理解しなければなりません。ヨハネによる福音書にもそうあります。ご自身の内に命を持っておられる方が命として来られた時、光が働き始めました。そして次に、光と闇が分けられました。光よりも闇を愛した人々もいましたが、光を求める人々は彼のもとに来て、彼と共に歩みます。彼は光です。彼は盲人の目を開かれます。


  さて、個人であれ、また地方的・普遍的教会であれ、私たちが霊的に成長して霊的に成熟するには、常に命が第一です。命と光がなければなりません、つまり、一般的な意味においてではなく、神の御旨に関するビジョンがなければなりません。啓示、霊的ビジョン、神の御旨を見ること――これはなんと途方もないことでしょう！――に対する、主の民の間におけるこの必要性は、どんなに強調しても強調しきれません。ビジョンは不思議な働きをします。ビジョンがパウロをどうしたのかを見てください。彼のクリスチャン生活の始めに、あの光のせいで彼の天然の目は見えなくなりましたが、彼の心の目は照らされて、神は彼の内に御子を啓示されました。主イエスと彼が何者なのかについての、そして彼に関する神の御旨についての啓示によって、タルソのサウロの場合、他の何ものもなしえなかったであろうことが起きたのです。


  タルソのサウロを狂信的なユダヤ教から解放できるものは、宇宙の中で内なる啓示しかなかったと思います。内なる啓示はこれをなしただけでなく、他の多くのこともなしました。私たちには聖霊によるビジョンが必要ですが、これが御霊が来臨された目的であることを覚えておきましょう。聖霊は小羊の働き、つまり十字架のゆえに来臨されました。この基礎に基づいて、聖霊は来臨して神の御旨を啓示されます。


  これにより私たちは次の単純な基本的事実を再度認識させられます。すなわち、御霊が豊かに働いて霊的啓示とビジョンを与えられるようになるには、私たちの内における小羊の働きが必要なのです。私たちの内に十字架が必要なのです。多くの人が霊的ビジョンと啓示を受けるのを妨げられているのは、彼ら自身の理屈のせいです。それが邪魔をしているのです。自分の考えのせいで、彼らは神の御考えを見ることができません。この点については、あまり詳しく追及する必要はありません。神の御旨を見るには、私たちに何かが起きなければならない、と包括的に述べることができます。この道を進んできた私たちはみな経験してきたことですが、まず、私たちと主イエスの十字架とに関して何か大いに抜本的なことがなされたのです。


  主はまず私たちを導いて、ローマ六章を見るようにしてくださいました。ローマ六章を見るとき、何かが起きますし、現に起きています。見ることはれっきとした行為なのです。ローマ六章を説教し、ローマ六章について講義し、ローマ六章を聖書の一節として知り尽くせたとしても、ローマ六章を見ていないおそれがあります。ローマ六章が自分に啓示されることは、ものすごいことなのです。キリストが死なれた時、私たちも死にました。そして――多くの人になじみのある古い表現を使うのを許してください――私たちが罪人として死んだ時、私たちは士女としても死にました。私たちのほとんどは、大いに進んで罪人として死にますし、罪人として道からどくことを大いに喜びますが、士女として死ぬのは全く別の話です。以前のようには罪を犯していない人だけでなく、イエス以外の者は皆なのです。ローマ六章は、キリストと共なる私たちの死・キリストにおける私たちの死という基本的事実を啓示します。それが基本的な事として私たちの経験の中に起きたのです。主は頻繁に、私たちをそこに導くために、とても多くの予備的御業をなさなければなりません。ああ、そうです、私たちのだれ一人として、模範になれるような立場や知識を持っていませんが、私たちの中には、これについてある程度知っている人もいます。


  あなたたちに慰めと励ましを与えるために言いますが、私はと言えば、私は何年もローマ書やエペソ書を他のすべての書と同じように説いてきました。しかしその後、主は転機に向けて働き始められました。その転機は次のことを意味しました、「私たちはこれ以上先に進めません。これ以上説教を続けられません。これ以上主のために働き続けられません。これ以上クリスチャンであることを告白し続けられるかどうかは疑わしいです」（これは、私たちは再生されていなかったということではありません。主は私たちの再生以上のことを心に抱いておられたということです）。すべてが終わったかに思われる日が来ました。その日、ローマ六章が内側に啓示され、それによってこうした主の奇妙な取り扱いの説明がついたのです。主は、ローマ六章の啓示を実りあるものとするために、多くのことをなさったのです。なぜならもともと私たちは、どうしても必要でないものからは実際に益を受けられないからです。それに直面しないかぎり、私たちはその益を真に得られる状態にはなりません。それが私たちを救う唯一のものとなるまで、主はそのように働かなければなりません。それが何か私たちにはわかりませんが、主はそれを啓示してくださいます。主はそれに向かって働いてこられました。その時それはなされます――十字架が、私たちに対する神の深遠な驚くべき取り扱いの背景を、まさに明らかにしたのです。


  その時、私たちに何が言えるでしょう？こう言えるだけです、「主よ、あなたが私にしてこられたことに照らして見ると、唯一合理的なことは、私がローマ六章を受け入れることです。私はこのような者であり、このような有様であり、このような状態ですから、私に対するあなたの取り扱いに照らして見るとき、私はあなたが私を終わらされたという事実に逆らえるでしょうか？」。これは新しい状況ではありません。キリストが死なれた時、神はこの状況に直面されました。御霊の力が、まず第一に、啓示という線に沿って豊かに臨むには、私たちの内にこれが起きることが必要です。主がこれを成し遂げて私たちをそこにもたらされる時、新しいビジョン、新しい啓示が私たちの上に臨みます。次に霊的経験については、御言葉にあるように、順番として、教会の啓示が十字架に続きます。神の家の啓示、神の御旨の啓示が続きます。このような順番です。何かがなされてこの啓示のための道を造り、次にその啓示が与えられ、その後、新しい力が臨んで御旨に関して働くのです。


  これらは事実であり、私はあなたたちにこの問題で主と取り引きするようお勧めします。もしあなたが「自分はこの立場をかなり前から取ってきた」あるいは「自分はこの立場を取ってからまだそれほど長くない」と感じているなら、主にこう求めてください、「私は死・葬り・復活におけるキリストとの一体化が意味するところをすべて受け入れています。ですから、この根拠に基づいて、私には御旨に関する新たな啓示を受ける権利があります」と。これはあなたの権利です。そのために立ちなさい。主に求めてください――神が求めておられるものに関する、一般的な形ではなく明確な形の、新たな光、新たな啓示を求めてください。これはみな、御霊の充満による完全なビジョンと関係しています。


  今、あなたはおそらく御霊の充満を求めているか、あるいはすでに求めておられることでしょう。それはたんなる抽象的な曖昧なものではないことを覚えておいてください。御霊の充満は、第一に、神の御旨についての知識と、霊的知性と、霊的ビジョンと関係しています。次に、もちろん、神が求めておられるものを見る時、ビジョンと啓示を持つ時、あなたは山に出会います。神の民に関する神の全き御旨、教会と密接な関係にある神の完全な御旨を見る時、ああ、山――山々の連なり――が現れるのです！一体全体、どのようにこの御旨は実現されるのでしょう？それは乗り越えるべき一つの山です。どうすれば乗り越えられるのでしょう？この疑問が生じたために、色々な人が色々な理論に訴えてきましたが、結局のところ、そのビジョンを薄れさせただけでした。「ああ、すべてが廃墟の中にあって絶望的です！それ以上のものは期待できません！ありのままに受け入れなければなりません！」。なぜでしょう？あの大きな山のためです。どうして？状況を鑑みてです――どうして？山が立ちはだかっているからです――敵がそうしているからです。


  ヨシュアとカレブが良き地について報告した時、ある人々は高い城壁と巨人たちしか見ませんでした。それは決定的であり、それで決着でした。神の御旨はすっかり放棄されてしまいました。そこには高い城壁があり、巨人たちがいます！これが、ある人々にとっては、議論の最後の言葉です。どうか覚えておいてください、サタンは、そのビジョンが実現されないよう、できればそれを阻止しようと、力のかぎりを尽くし、策略のかぎりを尽くしているのです。霊的ビジョンほど、サタンの反感を買うものはありません。主の民の間に真の霊的光があるところでは、現実の霊的戦いもあります。そこではサタンがあらゆる手段で執拗に働いています。これはなぜでしょう？見えていることは途方もないことであり、サタンは心を盲目にするこの時代の神です。彼の働きは盲目にすることであり、あなたの目が開かれるとき、彼はおしまいです。ですから彼は常に、霊的ビジョンを持たない状態に神の民を保とうとします。啓示は戦いの領域です。これを忘れないでください！


  黙示録では、これが勝利者たちの真の力です。実際のところ、勝利者の明確な特徴とは何でしょう？教会は全般的にビジョンを失いました。神の全き御旨に専念するのをやめてしまって、主のための多くの事柄、多くの善事に専念しています。主は言われます、「それらのものは――ものとして――あるべき所にあるなら問題ありません」と。その人々は言うでしょう、「まあ、こういう状況ですから、より良いものを目指しても無駄です。より良いものを望んだり求めたりしても無駄です。今あるものを最大限に活用しなければなりません。自分にできることをしなければなりません」と。これが今日の一般的な教会です。そして、あなたが一般的なもの以上の何かを求めて出かけようとすると、「あなたは理想主義者だ」とか「他の人々と違うことをしようとしている」といった、ありとあらゆることを言われることになります。しかし、それが勝利者なのです。勝利者とは実質的にこのような者なのです。


  主の民の大多数は、神の全き御旨よりも劣るもので満足しているかもしれません。彼らはおそらく、多かれ少なかれ、楽しい時を過ごしています。彼らは代価に直面していません。より多くの代価を払う必要はありません。全き御旨の中で神と共に歩もうとする人々の上に臨む多くの事柄から自由です。これについて私はどうしましょう？この立場を受け入れるべきでしょうか？多かれ少なかれ一般的なものに屈するべきでしょうか？それとも、分離・追放された少数者の立場を取って、神の全き御心のために神と共に進み続けるべきでしょうか？これが勝利者です。勝利するとはこういうことです。そこにすべて集約できます。勝利者とは、神の全き御旨に満たない何ものにも満足せず、代価を払う覚悟のある人のことです。その代価は大部分が、主の民自身によって課されるものです――ここに困難が存します。ここに十字架がいっそう深く適用されるのです。


  完全な力


  この別の面があります。それは全き力です。全きビジョンが不可欠ですが、七つの目があるだけでなく七つの角もあります。また、大きな山がある一方で、「『権勢によらず、能力によらず、わたしの霊による』と、万軍の主は言われます」という御言葉があります。ビジョンを与えるこの同じ御霊には、それを実現する力もあります。隅のかしら石であるこの同じキリストは、頂石でもあられます。そして彼は、それを完成させるために、「恵みあれ、これに恵みあれ」と叫びながら、頂石を運び出されます。彼はアルファであるだけでなくオメガでもあり、初めであるだけでなく終わりでもあられます。「『わたしの霊による』と万軍の主は言われます」。すべては神の霊のエネルギーの中でなされるのです。


  神の全き御旨に関して自分自身で何かをしようとしても、先行きは暗いでしょう。もしそれが私たちに任されていたなら、お先真っ暗だったでしょう！しかし、神はほむべきかな、そんなことはありません。もし私たちが神の全き御心と一致しているなら、私たちは力の御霊の充満の道にある、と考えてもかまいません。私たちはそれを自覚していないかもしれません。私たちは言うかもしれません、「しかし、もしそうなら、きっと何かを意識するにちがいありません。人であれ、会衆であれ、何も感じずに聖霊に充満されるなんてありえないにちがいありません！」と。「私がこの素晴らしい獅子を見ようと振り返ると、ほふられたばかりのような小羊を見た……」。ほふられるとはどんな感じか、あなたにはわかるでしょうか？それが勝利する道であると御言葉は述べています。克服されるべきものが何かを見るとき、それは無限の力の道であることがわかります。勝利するのは小羊です。しかし、小羊は何に勝利するのでしょう？あなたが真に聖霊の力強いエネルギーの中に、朽ちることのない命の中にあっても、その力を全く意識しないこともありえます。そこで多くの人々は勘違いして、信仰を失ってしまいます。私たちの経験からすると、また原則からすると、往々にして神は、僕が弱り切っていて、それを意識している時に、最大の御業をされるのです。


  私たちにとって最悪の時は、往々にして、神にとって最善の時であり、私たちがよい時を過ごしていると思っている時、神は必ずしもそのようなよい時を過ごしておられるわけではありません。彼の力は弱さの中で完成されます。これを、弱さが神の力に変わることを意味する、と解釈しないでください。これは次のことを意味します。すなわち、弱さが現存するということ、また、依然として弱さがある一方で、主の力が完全に働いているということです。当事者は弱さを感じているかもしれませんが、それを超えたところに主の力が感知されるのです。御霊の強力な力を感じなければその力は働かない、と思わないでください。


  私たちが主にささげるべきは、十字架につけられた人生、十字架につけられた人、そして主への信仰です。私たちの弱さを通して主の力が働きます。主の栄光は、いかなる肉にも与えられません――決して与えられません！栄光の御霊は、へりくだるものの上にとどまられます。


  これは厳しい教えであり、受け入れるのは困難です。あなたたちは、「これはひどい言葉だ。誰がこれを受け入れられよう？」と言い、つまずいて去って行くのでしょうか？私たちが受け入れても受け入れなくても、次の事実は残ります。すなわち、それがすべてなされて、私たちが神の素晴らしい達成に到達する時、私たちは「あなたはふさわしい！あなたはふさわしい！」と言うであろう、という事実です。これが意味するのは、「素晴らしい！そんなことが可能だとは思いもよりませんでした！」ということにほかなりません。なぜでしょう？それをなした人々を見てください！彼ら自身は、力強い素晴らしい人々の綺羅星ではないでしょう。それはまさに、無に等しい人々を通してなされるでしょう。主は彼らが無に等しいことをご覧になりました。すべての栄光は主に帰されます。覚えておいてください、結局のところ、賛美が帰されるのは獅子ではありません。小羊です。主よ、それが意味するところを私たちに示してください！


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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